
みーんな
元気

明石台若樹の森保育園

（関連記事32ページ）

発行責任者/富谷町議会議長　編集/議会広報調査特別委員会
〒981-3392　宮城県黒川郡富谷町富谷字坂松田30番地　Tel.022-358-0622

ホームページ　 富谷町議会 検索

No.173
2016年（平成28年）
5月1日発行

… 町政を問う
　　一般質問

… �富谷町を富谷市にする
ことについて

… 議会報告会

2p

8p〜

15p〜

31p

… 平成28年度予算成立



2とみや議会だよりNo.173
2016年（平成28年）５月１日

町税
56億2,330万円
43.5%

国・県支出金
22億4,242万円
　　　  17.3%

地方交付税
12億円
9.3%

繰入金
8億1,285万円　6.3%

町債（借金）
10億8,320万円
8.4%

譲与税・交付金
10億7,538万円　8.3%

その他
3億2,200万円　2.5%

使用料・手数料
9,962万円　0.8% 諸収入　4億6,723万円　3.6%

自主財源
56.7％

依存財源
43.3％

定 例 会

平成28年度予算成立

　平成28年第1回定例会は、2月23日から3月17日までの24日間の
会期で開かれました。
　開会初日に、町長は町民の皆様の声が届く町政を心がけ「住み
たくなるまち日本一」「100年間ひとが増え続けるまち」「村から
町へ　町から市へ」の実現を目指して取り組みますと表明しました。
　今回審議した議案は、平成28年度一般会計予算及び各種会計予
算、平成27年度補正予算、富谷町を富谷市とすることについてな
ど、35議案、諮問 2件、議員発議2議案を原案どおり可決しました。
　また、17人が町政について一般質問しました。

会　　　計　　　別 予　算　額
一 般 会 計 129億2,600万円

特別会計

国民健康保険特別会計 43億1,883万円
介 護 保 険 特 別 会 計 25億0,064万円
後期高齢者医療特別会計 3億1,513万円
下 水 道 事 業 特 別 会 計 8億8,298万円

水道事業

収 益 的
収 支

収 入 11億3,075万円
支 出 11億2,594万円

資 本 的
収 支

収 入 1万円
支 出 1億3,018万円

平成28年度　各種会計予算

　

平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
前
年

度
比
８
・
３
％
増
の
１
２
９
億
２
６
０
０
万

円
で
す
。
増
加
し
た
要
因
の
主
な
も
の
は
、

（
仮
称
）
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

新
築
、
児
童
館
及
び
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
整

備
、
認
可
保
育
所
新
設
、
高
齢
者
・
障
が
い

者
外
出
支
援
等
の
事
業
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
前
年
度
比

４
・
０
％
減
の
43
億
１
８
８
３
万
円
で
す
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
前
年
度
比
８
・

８
％
増
の
25
億
64
万
円
で
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
、
前
年
度

比
10
・
７
％
増
の
３
億
１
５
１
３
万
円
で
す
。

　

下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、
前
年
度
比

３
・
０
％
増
の
８
億
８
２
９
８
万
円
で
す
。

　

水
道
事
業
会
計
は
、
予
定
年
間
総
給
水
量

５
１
４
万
７
６
３
５
㎥
で
、
収
益
的
収
入
11

億
３
０
７
５
万
円
、
支
出
11
億
２
５
９
４
万

円
で
す
。

予
算
概
要

※
一
般
会
計
及
び
各
種
特
別
会
計
の
合
計
（
水
道
事
業
会
計
の
ぞ
く
）

10
月
10
日
市
制
移
行
へ

（
仮
称
）富
谷
町
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
に
５
億
円

２
０
９
億
４
３
５
８
万
円

総
額
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その他　5,209万円　0.4%
公債費
4億9,436万円　3.8%

民生費
52億4,510万円

40.6%土木費
12億810万円
9.3%

総務費
18億4,313万円

14.3% 教育費
19億261万円
14.7%

消防費
6億2,537万円
4.8%

衛生費
11億7,467万円

9.1%

商工費　1億3,775万円　1.1%

農林水産業費　8,560万円　0.7%

議会費
1億5,722万円　1.2%

定 例 会

一 般 会 計

経　費　別 予算額
市制移行啓発に要する
経費 2,748万円

市制移行申請に要する
経費 47万円

電算システム整備・改
修に要する経費 1,794万円

例規整備に関する経費 972万円
住所表示変更に関する
経費 259万円

施設等表示変更に要す
る経費 5,317万円

福祉事務所設置に要す
る経費 178万円

市制移行に伴う経費

◦消防ポンプ整備事業　 642万円
◦消防施設整備事業　 527万円
◦防災用情報通信設備等維持管理事業

　 505万円

消防費

◦一般廃棄物収集運搬処理事業　
 2億0,647万円
◦住民検診事業　 1億7,390万円
◦母子保健感染症予防事業　 1億3,676万円

衛生費

◦町道二・三ノ関線舗装修繕工事　
 1億5,355万円
◦町道維持管理事業 1億3,968万円
◦一般公園維持管理事業　 1億1,258万円

土木費

◦基幹系システム運用事業　 1億7,137万円
◦公有財産維持管理事業　 9,187万円
◦マイナンバー制度対応事業　 6,664万円

総務費
◦幼稚園就園奨励費補助事業
 1億3,256万円
◦町立小学校コンピューター

教育事業　 6,536万円
◦外国青年招致事業　
 2,378万円

◦児童手当支給事業　
 11億2,389万円
◦子育て支援拠点整備事業

5億1,022万円
◦後期高齢者医療制度運営

事業 3億0,014万円

教育費 民生費

　

就
任
以
来
の
１
年
間
、
町

民
の
声
が
届
く
町
政
を
心
が

け
て
き
ま
し
た
。
引
き
続
き

「
オ
ー
ル
富
谷
」
で
「
住
み

た
く
な
る
ま
ち
日
本
一
」
の

実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

２
月
26
日
、
総
務
省
か
ら

国
勢
調
査
人
口
速
報
集
計
が

公
表
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
受

け
て
「
富
谷
町
を
富
谷
市
と

す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
議
案

の
追
加
提
案
を
し
ま
す
。
本

年
10
月
10
日
の
市
制
移
行
に

向
け
た
正
式
な
手
続
き
の
第

一
歩
に
な
り
ま
す
。

　
「
富
谷
市
総
合
計
画
」
は
、

市
制
移
行
を
ふ
ま
え
た
新
し

い
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
な
り
ま

す
。
富
谷
町
総
合
計
画
審
議

会
の
答
申
を
受
け
、
庁
内
調

整
後
、
骨
子
案
を
取
り
ま
と

め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
予
算
は
、
増

加
傾
向
に
あ
る
経
常
経
費
の

抑
制
、
事
業
内
容
の
精
査
を

行
い
編
成
し
ま
し
た
。

○
主
な
施
策

・�（
仮
称
）
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

・�

児
童
館
及
び
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
整
備

・�

民
設
民
営
で
杜
乃
橋
地
区

に
認
可
保
育
所
新
設

・�

高
齢
者
・
障
が
い
者
外
出

支
援
乗
車
証
事
業

・
公
営
墓
地
の
意
向
調
査

・�

既
存
防
犯
灯
を
リ
ー
ス
方

式
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
仕
様
に
交
換

町
長
施
政
方
針

129億2,600万円
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現
在
の
金
額
は
い
く
ら

か
。
借
金
と
い
う
認
識
は
。

　
　

地
方
債
は
平
成
27
年
度

末
現
在
で
64
億
９
０
３
４
万

円
で
す
。
臨
時
財
政
対
策
債

は
28
億
８
１
６
０
万
円
で
、

借
金
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

町
の
安
全
安
心
メ
ー
ル

の
内
容
は
今
ま
で
と
同
じ
か
。

問答問

　
　

市
制
移
行
後
の
広
域
行

政
は
。

　
　

黒
川
地
域
は
基
本
的
に

一
緒
で
す
が
、
県
町
村
会
か

ら
外
れ
、
市
長
会
の
枠
組
み

に
な
り
ま
す
。

　
　

市
制
移
行
後
の
︑
都
市

計
画
税
は
。

　
　

負
担
増
に
な
る
の
で
、

課
さ
な
い
よ
う
極
力
努
力
し

ま
す
。

　
　

福
祉
事
務
所
の
財
源
は
。

　
　

４
〜
５
億
円
程
度
で
、

県
と
国
か
ら
の
支
出
金
が
あ

り
ま
す
。

　
　

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
策
定
業
務
の
具
体
的
な

内
容
は
。

　
　

町
の
老
朽
化
し
た
公
共

問答問答問答問答

28
年
度 

予
算
質
疑

一
　
般
　
会
　
計

平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
︑
各
種
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
に
つ
い
て
は
︑

予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
︑
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
︒

主
な
質
疑
の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
︒

施
設
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど

の
総
合
的
管
理
の
た
め
に
28

年
度
中
に
策
定
し
ま
す
。

　
　

金
額
的
な
試
算
も
含
め

た
計
画
は
。

　
　

各
施
設
で
ど
の
よ
う
な

課
題
を
抱
え
て
い
る
か
、
費

用
的
な
も
の
も
含
め
て
検
討

し
ま
す
。

　
　

電
算
シ
ス
テ
ム
の
委
託

料
が
上
が
っ
て
い
る
要
因
は
。

　
　

コ
ン
ビ
ニ
収
納
・
証
明

書
交
付
の
業
務
委
託
、
内
部

情
報
シ
ス
テ
ム
の
更
新
、
幼

稚
園
の
就
園
奨
励
費
の
シ
ス

テ
ム
構
築
の
た
め
で
す
。

　
　

今
後
の
委
託
料
は
。

　
　

コ
ン
ビ
ニ
収
納
・
証
明

書
交
付
の
開
発
関
係
が
終
わ

れ
ば
委
託
料
は
下
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

問答問答問答

　
　

現
在
の
ま
ま
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　

危
機
管
理
だ
け
で
な
く
︑

町
全
体
の
情
報
発
信
を
考
え

て
い
く
べ
き
で
は
。

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
見
直

し
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
対
応
な
ど
、
最

大
限
情
報
発
信
体
制
を
つ
く

る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
対

応
で
約
６
２
９
１
万
円
計
上

さ
れ
て
い
る
が
︑
国
か
ら
の

答問答問

補
助
は
。

　
　

28
年
度
で
約
７
０
９
万

円
で
す
。

　
　

導
入
時
に
︑
国
か
ら
の

補
助
金
で
実
施
す
る
と
い
う

説
明
だ
っ
た
が
。

　
　

国
か
ら
上
限
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
特
別
交
付
税
も

含
め
て
要
望
し
ま
す
。

　
　

防
疫
薬
剤
散
布
事
業
で
︑

今
の
薬
剤
は
あ
ま
り
効
果
が

な
い
よ
う
だ
が
︑
根
本
的
な

対
応
は
。

　
　

新
し
い
効
果
の
あ
る
薬

剤
が
な
い
か
調
査
中
で
す
。

４
月
の
配
布
で
新
し
い
も
の

も
試
験
的
に
配
布
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

を
増
や
す
計
画
は
。

　
　

平
成
28
年
度
は
２
人
の

配
置
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

給
食
の
地
産
地
消
で
︑

答問答問答問答問

特
に
町
内
産
を
増
や
す
考
え

は
。

　
　

積
極
的
に
推
進
で
き
る

よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

　
　

家
庭
的
保
育
マ
マ
事
業

の
内
容
は
。

　
　

箇
所
数
は
３
カ
所
で
保

育
マ
マ
は
３
人
で
す
。
従
事

す
る
職
員
は
４
人
ず
つ
で
、

12
人
に
な
り
ま
す
。

　
　

28
年
度
利
用
見
込
み
は
。

　
　

３
カ
所
で
15
人
で
す
。

　
　

各
学
校
の
整
備
内
容
は
。

　
　

富
ケ
丘
小
は
３
０
０
㎡

で
約
７
４
０
０
万
円
。
あ
け

の
平
小
は
３
６
０
㎡
で
約
８

４
０
０
万
円
、
成
田
小
は
１

８
０
㎡
で
約
４
３
０
０
万
円

に
な
り
ま
す
。

　
　

成
田
の
児
童
館
は
単
独

な
の
か
。

　
　

成
田
小
学
校
は
、
児
童

ク
ラ
ブ
単
独
で
す
。
成
田
東

答問答問答問答問答

市

制

移

行

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
整
備

町
の
情
報
発
信

公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画

地
方
債
・

臨
時
財
政
対
策
債

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

学

校

家
庭
的
保
育
事
業

蚊

対

策

電
算
シ
ス
テ
ム
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小
学
校
は
、
28
年
４
月
か
ら

児
童
ク
ラ
ブ
、
そ
の
後
改
修

し
、
29
年
度
か
ら
児
童
館
機

能
も
備
え
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　

子
ど
も
医
療
費
助
成
で
︑

所
得
制
限
に
か
か
る
世
帯
数

の
見
込
み
は
。

　
　

約
８
０
０
世
帯
で
す
。

　
　

一
部
負
担
金
５
０
０
円

を
徴
収
し
な
い
場
合
の
負
担

増
額
は
。

　
　

２
２
０
０
万
円
に
な
り

ま
す
。

　
　

４
月
時
点
で
待
機
児
童

の
見
込
み
数
は
。

問答問答問

　
　

50
人
を
超
え
る
く
ら
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

地
域
総
合
整
備
資
金
貸

付
事
業
の
内
容
は
。

　
　

平
成
28
年
度
に
、
地
域

振
興
に
資
す
る
法
人
格
を
有

す
る
民
間
事
業
者
に
、
町
が

無
利
子
の
貸
し
付
け
を
行
っ

て
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
推

進
す
る
趣
旨
で
実
施
さ
れ
る

も
の
で
す
。

　
　

貸
付
期
間
は
。

　
　

５
年
据
え
置
き
15
年
償

還
で
す
。

答問答問答

　
　

健
診
の
新
規
事
業
の
内

容
は
。

　
　

中
学
２
年
生
の
希
望
者

を
対
象
に
、
貧
血
の
検
査
を

行
い
ま
す
。

　
　

実
施
の
理
由
は
。

　
　

以
前
か
ら
の
要
望
と
、

他
市
町
村
の
状
況
を
ふ
ま
え

実
施
し
ま
す
。

　
　

脳
ド
ッ
グ
検
診
の
補
助

内
容
は
。

　
　

１
人
１
万
円
の
補
助
で

平
成
27
年
度
は
、
５
４
８
件

で
し
た
。

　
　

敬
老
祝
い
対
象
者
数
は
。

　
　

平
成
28
年
度
は
、
80
歳

２
９
２
人
、
88
歳
１
４
５
人
、

90
歳
90
人
、
99
歳
11
人
の
合

計
５
３
８
人
で
す
。
100
歳
は

４
人
の
見
込
み
で
す
。

　
　

敬
老
会
の
参
加
率
は
。

　
　

37
・
５
％
で
す
。

　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
の
補
助
金
１
６
０
０

万
円
の
内
訳
は
。

　
　

人
件
費
が
ほ
と
ん
ど
で
、

光
熱
水
費
、
維
持
管
理
分
で

問答問答問答問答問答問答

使
用
し
て
い
ま
す
。

　
　

事
故
防
止
の
対
策
の
把

握
は
。

　
　

毎
月
１
日
と
15
日
を
安

全
の
日
と
し
、
７
月
に
は
安

全
大
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　

公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
︑

ブ
ル
ベ
リ
ッ
娘
に
関
す
る
事

業
の
予
定
は
。

　
　

ブ
ル
ベ
リ
ッ
娘
は
着
ぐ

る
み
、
ブ
ル
ピ
ヨ
は
ぬ
い
ぐ

る
み
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　

活
用
方
法
は
。

　
　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
関
連
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
す
。
市
制

移
行
後
も
活
用
し
ま
す
。

　
　

遊
具
の
設
置
は
︑
本
当

に
喜
ば
れ
る
も
の
を
町
民
と

一
緒
に
考
え
る
機
会
を
設
け

て
は
。

　
　

町
内
会
と
相
談
し
な
が

ら
、
設
置
す
る
遊
具
を
考
え

て
い
ま
す
。

　
　

健
康
維
持
に
も
効
果
が

あ
る
も
の
を
︑
広
く
意
見
を

聞
い
て
設
置
し
て
は
。

　
　

地
区
に
よ
り
年
齢
構
成

も
変
わ
る
の
で
、
町
内
会
と

相
談
し
て
い
き
ま
す
。

問答問答問答問答問答

　
　

側
溝
整
備
の
加
速
化
は
。

　
　

か
な
り
の
金
額
が
か
か

る
の
で
、
財
政
状
況
を
考
え

毎
年
進
め
ま
す
。

　
　

道
路
整
備
計
画
は
。

　
　

現
場
を
調
査
し
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　
　

担
当
課
職
員
に
よ
る
公

営
住
宅
の
長
寿
命
化
の
計
画

策
定
業
務
は
。

　
　

100
戸
す
べ
て
、
現
場
の

確
認
、
状
況
の
判
断
、
今
後

の
計
画
と
な
る
と
、
担
当
課

問答問答問答

職
員
で
は
困
難
で
す
。

　
　

最
近
建
築
し
た
住
宅
も
︑

計
画
に
含
め
る
の
か
。

　
　

す
べ
て
の
住
宅
に
つ
い

て
５
年
ご
と
に
見
直
し
、
維

持
管
理
計
画
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。

　
　

イ
ノ
シ
シ
の
駆
除
を
︑

猟
友
会
と
協
力
し
︑
積
極
的

に
予
算
化
し
て
は
。

　
　

イ
ノ
シ
シ
に
対
し
て
の

箱
わ
な
等
を
、
県
の
補
助
を

受
け
６
基
保
有
し
て
い
ま
す
。

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

問答問答

子
育
て
支
援

健

康

地
域
総
合
整
備

資
金
貸
付
事
業

高

齢

者

側
溝
・
道
路
整
備

都
市
公
園
遊
具

イ
ノ
シ
シ
被
害

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

公
営
住
宅
長
寿
命
化
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水道事業
（公営企業会計）

下水道事業介護保険

国民健康保険

　
　

国
保
の
加
入
世
帯
︑
加
入

人
数
は
。

　
　

５
２
３
８
世
帯
、
９
２
７

４
人
で
す
。

　
　

19
歳
ま
で
の
国
保
加
入
者

数
は
。

　
　

19
歳
ま
で
で
、
９
９
６
人

で
す
。

　
　

昨
年
と
の
比
較
で
増
減
は
。

　
　

世
帯
数
で
44
の
増
で
被
保

険
者
数
で
14
人
の
減
で
す
。

　
　

一
人
あ
た
り
の
平
均
調
定

額
は
。

　
　

一
人
あ
た
り
８
万
７
８
０

０
円
で
す
。

　
　

短
期
証
の
発
行
︑
１
カ
月

証
︑
３
カ
月
証
︑
６
カ
月
証
そ

れ
ぞ
れ
の
人
数
は
。

　
　

最
新
の
デ
ー
タ
で
１
カ
月

証
45
人
、
３
カ
月
証
83
人
、
６

カ
月
証
86
人
で
す
。

　
　

富
谷
町
の
が
ん
の
死
亡
率

の
変
化
は
。

　
　

最
近
は
呼
吸
器
系
の
が
ん

が
１
番
で
、
次
に
胃
が
ん
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

疾
病
予
防
事
業
約
39
万
円

の
内
容
は
。

　
　
「
50
代
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
」
な
ど
、
保
健
指
導
で
業
者

へ
の
委
託
経
費
で
す
。

問答問答問答問答問

答問答問答

　
　

２
年
目
と
な
る
介
護
予
防

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
昨

年
の
相
談
実
績
は
。

　
　

介
護
予
防
教
室
を
６
コ
ー

ス
に
分
け
て
実
施
し
、
そ
れ
ぞ

れ
10
人
程
度
の
参
加
で
す
。

　
　

生
活
機
能
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
か
ら
支
援

ま
で
の
流
れ
は
。

　
　

年
度
初
め
に
65
歳
以
上
の

各
世
帯
へ
、
生
活
機
能
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

該
当
す
る
と
思
っ
た
人
は
そ

れ
ぞ
れ
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
あ
る
い
は
保
健
福
祉
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
状

況
を
確
認
し
、
あ
て
は
ま
る
通

所
や
教
室
に
参
加
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
　

こ
の
事
業
の
目
的
は
。

　
　

介
護
保
険
に
移
行
し
な
い

よ
う
に
、
今
の
状
態
を
維
持
し

低
下
し
な
い
よ
う
に
ケ
ア
プ
ラ

ン
を
作
成
し
実
施
し
ま
す
。

　
　

介
護
保
険
が
大
き
く
変
わ

る
が
︑
計
画
策
定
は
。

　
　

国
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
29
年
度
に
つ
い
て
は
給
付

実
績
の
分
析
を
行
い
、
計
画
策

定
を
し
ま
す
。

問答問答

問答問答

　
　

配
水
管
布
設
工
事
は
︑
耐

用
年
数
︑
老
朽
化
に
よ
る
入
れ

替
え
か
。

　
　

道
路
・
有
蓋
化
工
事
等
を

改
良
す
る
の
に
あ
わ
せ
、
水
道

管
の
入
れ
替
え
も
行
い
ま
す
。

　
　

東
日
本
大
震
災
の
時
に
︑

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
町
民
は
窮
屈

な
思
い
を
し
ま
し
た
。
道
路
整

備
に
あ
わ
せ
た
更
新
だ
け
で
は

な
く
︑
水
道
課
独
自
判
断
で
老

朽
管
の
更
新
を
考
え
て
は
。

　
　

道
路
改
良
と
抱
き
合
わ
せ

で
実
施
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　
　

水
道
は
大
事
な
生
命
線
で

あ
り
︑
計
画
の
策
定
等
が
必
要

で
は
。

　
　

長
寿
命
化
の
計
画
を
つ
く

り
、
今
後
は
、
計
画
的
に
進
め

て
い
く
考
え
を
持
っ
て
い
ま
す
。

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

問答問

答問答

　
　

成
田
第
１
汚
水
中
継
ポ
ン

プ
場
事
故
の
修
繕
状
況
は
。

　
　

１
号
機
ポ
ン
プ
は
整
備
後
、

正
常
に
稼
働
し
て
い
ま
す
。
２

号
機
は
修
繕
中
で
、
３
号
機
の

修
繕
は
年
度
を
越
し
ま
す
。

　
　

ポ
ン
プ
修
繕
工
事
費
用
の

全
額
は
管
理
会
社
の
負
担
か
。

　
　

管
理
会
社
で
負
担
し
ま
す
。

　
　

公
営
企
業
会
計
へ
の
移
行

は
。

　
　

国
の
指
導
に
よ
り
、
平
成

32
年
度
か
ら
人
口
３
万
人
以
上

は
、
公
営
企
業
会
計
に
移
行
し

ま
す
。

　
　

公
営
企
業
会
計
導
入
に
国

か
ら
補
助
は
。

　
　

地
方
財
政
措
置
等
が
あ
り

ま
す
。

　
　

富
谷
１
号
汚
水
幹
線
管
渠

改
築
工
事
と
は
。

　
　

長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、

平
成
24
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で

行
う
も
の
で
す
。

　
　

下
水
道
施
設
管
理
調
査
業

務
と
は
。

　
　

マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
目
視
、

ま
た
は
、
カ
メ
ラ
に
よ
る
腐
食

等
の
点
検
・
調
査
で
す
。

　
　

下
水
道
施
設
管
渠
修
繕
工

事
の
場
所
は
。

　
　

富
ケ
丘
地
区
等
で
す
。

問答問答問答問

答問答問答問答

特

企

公 別

業

営 会

会

計

計
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2会計について
　討論がありました討 論

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

討 論

一
　
般
　
会
　
計

討 論

事
の
国
際
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア
を

農
業
振
興
に
つ
な
げ
る
予
算

は
見
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
一
人
親
家
庭
へ
援
助
を

強
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

町
営
住
宅
入
居
を
希
望
し
て

も
、
で
き
な
い
の
が
現
実
で

す
。
せ
め
て
県
平
均
ま
で
整

備
計
画
を
も
つ
べ
き
で
す
。

　

臨
時
財
政
対
策
債
は
、
地

方
交
付
税
措
置
、
基
準
財
政

需
要
額
に
算
入
さ
れ
る
と
し

て
い
ま
す
が
、
借
入
金
現
在

高
は
28
億
円
、
発
行
す
べ
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
し
た
。
被
災
者
の
経
済
や

生
活
状
態
を
把
握
し
た
う
え

で
結
論
を
出
す
べ
き
で
し
た
。

　

ま
た
、
国
保
基
金
か
ら
の

繰
り
入
れ
後
、
残
高
は
８
億

７
５
０
０
万
円
で
す
。
こ
れ

を
活
用
し
て
早
急
に
国
保
税

の
引
き
下
げ
を
求
め
ま
す
。

　

都
道
府
県
広
域
化
で
、
国

保
税
は
低
所
得
者
の
保
険
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
重
い

負
担
は
解
消
さ
れ
ま
せ
ん
。

広
域
化
で
も
町
が
国
保
加
入

者
の
暮
ら
し
と
医
療
を
守
る

こ
と
を
求
め
反
対
し
ま
す
。

の
充
実
を
図
り
、
交
付
金
や

補
助
金
を
活
用
し
予
算
軽
減

を
図
り
ま
し
た
。
市
制
移
行

に
向
け
て
、
住
民
の
負
託
に

応
え
た
高
齢
者
・
障
が
い
者

支
援
「
外
出
支
援
乗
車
証
事

業
」
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

特
に
、
住
民
の
悲
願
で

あ
っ
た
救
急
車
増
車
配
備
は
、

住
民
の
命
を
守
る
大
き
な
前

進
に
つ
な
が
る
と
期
待
し
、

主
要
課
題
へ
積
極
的
な
取
り

組
み
は
評
価
で
き
ま
す
。
住

民
視
点
に
立
ち
、
さ
ら
な
る

努
力
を
求
め
賛
成
し
ま
す
。

事
業
交
付
金
、
共
同
事
業
拠

出
金
も
そ
れ
ぞ
れ
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。
予
算
編
成
に
あ

た
り
、
平
成
26
年
度
引
き
下

げ
し
た
税
率
の
維
持
に
努
め
、

財
源
不
足
分
に
つ
い
て
は
国

民
健
康
保
険
財
政
調
整
基
金

を
活
用
し
た
こ
と
は
、
国
保

加
入
者
の
負
担
軽
減
を
図
っ

た
も
の
と
し
て
評
価
し
ま
す
。

　

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
を
基

に
健
康
増
進
を
図
っ
て
い
ま

す
。
国
保
の
健
全
な
財
政
運

営
を
期
待
し
賛
成
し
ま
す
。

　

子
ど
も
医
療
費
無
料
制
度

の
拡
大
、
高
齢
者
の
交
通
費

補
助
事
業
な
ど
高
く
評
価
す

べ
き
点
は
多
数
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
市
制
移
行
記
念
行

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者

に
対
し
て
医
療
費
の
一
部
負

担
金
の
免
除
を
、
町
は
28
年

度
か
ら
生
活
実
態
を
把
握
も

せ
ず
実
施
し
な
い
こ
と
に
し

　

子
育
て
支
援
事
業
で
は
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
学
校

敷
地
内
に
段
階
的
に
整
備
し
、

安
全
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
積
極
的
に
母
子
保
健

　

平
成
28
年
度
の
富
谷
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

は
、
歳
入
歳
出
総
額
が
約
43

億
円
で
前
年
度
４
％
減
で
す
。

ま
た
県
内
市
町
村
国
保
共
同

臨時財政対策債は
発行すべきではない

反対 佐藤　聖子 議員

早急に国保基金活用で
国保税の引き下げを

反対 佐藤　聖子 議員

主要課題への
積極的取り組み評価

賛成 浅野　直子 議員

国保の健全な財政
運営を期待

賛成 畑山　和晴 議員
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い
よ
い
よ
「
富
谷
市
」
に

全
会
一
致
で
可
決

　

町
長
か
ら
宮
城
県
に
、
富

谷
市
に
な
る
た
め
の
申
請
を

行
う
た
め
、「
富
谷
町
を
富

谷
市
に
す
る
こ
と
に
つ
い

て
」
の
議
決
を
求
め
る
議
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
17
日
の
定
例
会
最
終

日
に
、
全
６
会
派
が
賛
成
討

論
を
行
い
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

【
町
長
提
案
理
由
説
明
要
旨
】

　

市
制
施
行
の
最
も
重
要
な

人
口
条
件
に
つ
い
て
、
昨
年

実
施
さ
れ
た
国
勢
調
査
の
速

報
値
が
、
５
万
１
５
９
２
人

と
総
務
省
よ
り
公
表
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

地
方
自
治
法
及
び
宮
城
県
条

例
に
規
定
さ
れ
て
い
る
市
と

な
る
べ
き
要
件
を
す
べ
て
備

え
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

本
町
は
、
１
６
１
８
年
に

宿
場
町
富
谷
新
町
と
し
て
開

宿
さ
れ
、
明
治
22
年
に
富
谷

村
、
昭
和
38
年
に
富
谷
町
と

な
り
、
一
度
も
合
併
す
る
こ

と
な
く
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
５
万
人
都
市
に
成

長
し
、
今
後
も
さ
ら
な
る
発

展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
現
況
は
、
他
市
と

比
較
し
て
お
お
む
ね
遜
色
が

な
い
状
況
で
す
。

　

市
制
施
行
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
は
、
地
方
分
権

へ
の
的
確
な
対
応
と
地
方
創

生
の
よ
り
一
層
の
推
進
を
視

野
に
入
れ
な
が
ら
、
住
民
福

祉
の
向
上
を
第
一
義
と
し
、

住
み
た
く
な
る
ま
ち
日
本
一
、

100
年
間
人
が
増
え
続
け
る
ま

ち
、
村
か
ら
町
へ
町
か
ら
市

へ
の
実
現
に
向
け
、
鋭
意
取

り
組
み
ま
す
。

　

町
長
は
３
月
22
日
、
県
庁

で
村
井
嘉
浩
宮
城
県
知
事
に

「
富
谷
町
を
富
谷
市
と
す
る

こ
と
に
つ
い
て
の
申
請
書
」

を
提
出
し
ま
し
た
。

　

宮
城
県
議
会
6
月
定
例
会

で
の
審
議
を
経
て
、
総
務
大

臣
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

　

県
内
で
、
合
併
を
伴
わ
な

い
単
独
市
制
の
施
行
は
、
１

９
７
１
年
の
旧
泉
、
多
賀
城
、

岩
沼
の
３
市
以
来
45
年
ぶ
り

で
す
。

　

10
月
10
日
に
県
内
14
番
目

の
「
富
谷
市
」
が
誕
生
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

県内で45年ぶりの
単独市誕生へ
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議
案
第
32
号
富
谷
町
を
富

谷
市
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

会
派
み
ら
い
富
谷
を
代
表
し

て
、
原
案
に
賛
成
の
立
場
か

ら
討
論
を
行
い
ま
す
。

　

明
治
22
年
の
市
町
村
制
に

よ
り
富
谷
村
が
誕
生
、
今
ま

で
の
歴
史
の
中
で
一
度
も
合

併
す
る
こ
と
な
く
、
市
制
を

目
指
し
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　

総
務
省
の
人
口
速
報
集
計

５
万
１
５
９
２
人
の
公
表
を

受
け
、
町
民
す
べ
て
の
方
々

と
共
に
、
新
し
い
将
来
に
向

け
、
今
後
100
年
間
人
口
が
増

え
続
け
る
富
谷
市
を
創
り
上

げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

全
議
員
の
ご
賛
同
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

富
谷
町
は
、
政
令
都
市
仙

台
市
の
北
隣
に
あ
る
地
の
利

を
生
か
し
た
宅
地
開
発
の
進

展
と
、
里
山
が
残
る
環
境
の

良
さ
が
相
ま
っ
て
人
口
を
伸

ば
し
、
国
や
県
が
定
め
た
市

制
施
行
の
要
件
や
基
準
を
満

た
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
策
定
中
の
総
合
計

画
と
財
政
計
画
の
も
と
に
、

健
全
な
る
町
政
発
展
を
遂
げ
、

次
世
代
に
引
き
継
が
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
町
執
行
部
、
議
会

が
切
磋
琢
磨
し
、
町
民
の
寄

せ
る
期
待
に
応
え
る
こ
と
を

肝
に
命
じ
、
会
派
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
富
谷
を
代
表
し
て
の

賛
成
討
論
と
し
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
中
、
10

年
・
20
年
後
を
見
据
え
、
洗

練
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
環
境

を
築
く
こ
と
で
、
住
民
の
定

住
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
、

「
住
み
た
く
な
る
ま
ち
日
本

一
」
が
実
現
可
能
と
な
り
ま

す
。

　

無
論
、
現
在
の
恵
ま
れ
た

「
富
谷
町
」
を
築
い
て
い
た

だ
い
た
先
人
の
想
い
に
報
い

る
た
め
に
も
、
議
会
議
員
と

し
て
そ
の
職
責
を
常
に
自
ら

に
課
し
な
が
ら
、
住
民
全
体

の
奉
仕
者
と
し
て
、
住
民
福

祉
の
向
上
・
地
域
社
会
の
活

力
あ
る
発
展
の
た
め
に
奮
闘

す
る
こ
と
を
述
べ
て
、
会
派

「
ネ
ク
ス
ト
富
谷
」
を
代
表

し
賛
成
討
論
と
し
ま
す
。

　

私
は
、
会
派
「
新
星
と
み

や
」
を
代
表
し
賛
成
討
論
し

ま
す
。
富
谷
市
総
合
計
画
基

本
構
想
に
お
い
て
「
住
み
た

く
な
る
ま
ち
日
本
一
」「
100

年
間
ひ
と
が
増
え
続
け
る
ま

ち　

村
か
ら
町
へ　

町
か
ら

市
へ
」
を
目
指
し
て
行
政
、

議
会
、
住
民
、
企
業
な
ど

オ
ー
ル
富
谷
で
新
た
な
視
点

に
立
っ
て
い
ま
す
。
互
い
に

手
を
取
り
合
っ
て
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

市
制
施
行
す
る
こ
と
に
よ
り

富
谷
市
の
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
を
は
じ
め
、
す
べ
て

の
世
代
の
方
々
が
、
富
谷
市

に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え

る
施
策
が
、
展
開
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
賛
成
し
ま
す
。

　

会
派
「
公
明
党
」
を
代
表

し
、
討
論
し
ま
す
。

　

昭
和
28
年
、
富
谷
は
宮
城

県
の
提
示
案
に
よ
る
合
併
を

知
事
に
求
め
ま
し
た
が
、
近

隣
で
、
県
の
案
を
反
故
に
す

る
動
き
が
あ
り
、
や
む
な
く

合
併
を
断
念
し
、
議
会
で

「
自
立
自
存
に
邁
進
し
、
将

来
に
堅
持
す
る
」
と
の
趣
旨

の
決
議
を
し
ま
し
た
。
そ
れ

以
来
、
合
併
す
る
こ
と
な
く
、

住
み
よ
い
豊
か
な
ま
ち
の
実

現
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
な
る
住
民
福
祉
の
向

上
、
活
気
み
な
ぎ
る
ま
ち
づ

く
り
に
は
、
市
制
施
行
は
最

大
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
住
み

た
く
な
る
ま
ち
を
目
指
し
、

賛
成
と
し
ま
す
。

　

平
成
の
大
合
併
推
進
の
た

め
国
は
、
合
併
特
例
債
を
は

じ
め
ア
メ
を
提
示
し
、
住
民

の
意
思
を
お
し
は
か
る
こ
と

な
く
、
様
々
に
合
併
の
圧
力

を
加
え
て
き
ま
し
た
。

　

県
は
黒
川
４
町
村
の
合
併

は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
し
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
「
合
併
は

職
員
削
減
、
福
祉
の
質
的
量

的
後
退
な
ど
が
あ
る
」
と
指

摘
し
、
市
制
移
行
は
住
民
本

位
で
進
め
ら
れ
る
べ
き
と
、

議
会
で
た
び
た
び
発
言
し
合

併
反
対
を
貫
い
て
き
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
議
員
団
と
し

て
住
民
の
安
全
、
福
祉
、
暮

ら
し
を
守
る
た
め
に
奮
闘
す

る
決
意
を
述
べ
賛
成
し
ま
す
。

町民の方 と々共に
富谷市を創る

健全なる発展を
次世代に引継ごう

住みたくなるまち
日本一実現へ

「オール富谷」の
施策展開を期待

福祉向上に
市制施行はチャンス

市制施行は住民が
主人公の立場で

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

山路　清一 議員

出川　博一 議員

齊藤　秀行 議員

浅野　武志 議員

安住　稔幸 議員

佐藤　聖子 議員

富
谷
町
を
富
谷
市
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て

討論
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職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の

一部
改
正
に
つ
い
て

討
　
　
　
　
論

世
帯
、
56
％
の
方
が
「
字
省

略
に
と
ど
め
て
ほ
し
い
」
と

の
趣
旨
に
賛
同
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
意
向
調
査
の
実

施
を
議
員
に
諮
り
ま
し
た
が
、

賛
成
が
得
ら
れ
ず
、
調
査
を

実
施
し
な
い
ま
ま
、
住
所
変

更
議
案
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

３
地
区
住
民
は
、「
富
谷

町
、
富
谷
町
南
裏
、
富
谷
町

北
裏
」
に
す
る
よ
う
願
っ
て

い
ま
す
。

　

民
意
に
反
し
、
将
来
に
わ

た
る
負
担
が
伴
う
議
案
に
反

対
し
ま
す
。

及
び
住
民
の
皆
様
に
は
さ
ら

な
る
説
明
を
し
、
意
見
を
聴

き
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。「
新
町
」
と
い
う

名
称
は
歴
史
的
な
観
点
か
ら

も
適
切
と
考
え
ま
す
。

　

現
在
の
字
町
地
区
に
生
ま

れ
育
ち
、
住
み
暮
ら
す
私
と

し
て
は
、
富
谷
市
と
な
り
他

の
市
町
村
に
誇
れ
る
、
新
た

な
街
を
つ
く
り
、
次
世
代
に

引
き
継
ぎ
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
検
討
の
経
過

内
容
に
つ
い
て
は
適
切
で
あ

り
、
賛
成
し
ま
す
。

 

「
３
地
区
を
新
し
い
住
所

に
し
な
い
こ
と
に
関
す
る
」

請
願
書
の
署
名
数
１
７
７
人
、

世
帯
数
で
は
、
変
更
対
象
と

な
る
１
６
２
世
帯
の
内
、
91

　

市
制
施
行
に
伴
う
「
字
」

の
名
称
変
更
に
つ
い
て
、
町

は
関
係
行
政
区
長
へ
説
明
を

行
い
、
変
更
を
伴
う
町
上
、

町
中
、
町
下
の
３
行
政
区
長

「富谷新町」に
しないで

反対 若生　英俊 議員

「富谷新町」歴史的
観点から適切

賛成 金子　　透 議員

　

市
制
移
行
に
伴
う
、「
字
」

の
名
称
を
大
き
く
２
点
変
更

す
る
も
の
で
す
。

　

１
点
目
は
、「
字
」
の
表

記
の
あ
る
住
所
に
つ
い
て
、

す
べ
て
「
字
」
の
表
記
を
除

き
ま
す
。「
字
」
の
表
記
を

除
く
「
大
字
」
は
、
明
石
、

石
積
、
一
ノ
関
、
今
泉
、
大

亀
、
大
童
、
穀
田
、
三
ノ

関
、
志
戸
田
、
富
谷
、
西
成

田
、
二
ノ
関
の
12
で
す
。

　

２
点
目
は
、「
富
谷
字
町
」

は
「
富
谷
新
町
」、「
富
谷
字

町
北
裏
」
は
「
富
谷
北
裏
」、

「
富
谷
字
町
南
裏
」
は
「
富

谷
南
裏
」
と
変
更
し
ま
す
。

　
　
﹁
字
﹂
が
省
略
さ
れ
る

全
体
の
数
は
。

　
　
「
大
字
」
で
12
、「
小

字
」
も
含
め
２
８
６
で
す
。

　
　
﹁
小
字
﹂の
変
更
対
象
の

３
地
区
の
世
帯
数
と
人
口
は
。

　
　

２
月
現
在
で
１
６
１
世

帯
、
人
口
４
２
７
人
で
す
。

　
　

住
所
変
更
の
住
民
の
意

向
は
ど
の
よ
う
に
把
握
し
ま

し
た
か
。

　
　

郵
便
局
か
ら
、「
字
」

の
標
記
を
除
い
て
も
郵
便
番

号
が
変
わ
ら
な
い
と
見
解
が

あ
り
、
再
度
関
係
す
る
行
政

区
長
に
説
明
し
ま
し
た
。
区

長
を
通
し
て
地
域
の
意
見
を

聞
き
、
町
の
最
終
案
と
し
て

取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

問答問答問答

　

関
係
部
局
の
職
員
定
数
等

を
改
正
し
ま
す
。

　

町
長
の
事
務
部
局
は
、
弾

力
的
な
運
用
が
可
能
と
な
る

よ
う
10
人
程
度
の
余
力
を
持

た
せ
２
２
３
人
か
ら
２
５
０

人
と
し
ま
す
。
教
育
委
員
会

は
、
事
務
部
局
の
職
員
と
所

管
に
関
す
る
学
校
及
び
学
校

以
外
の
教
育
機
関
の
職
員
と

に
分
け
て
規
定
し
て
い
ま
す

が
、
同
一
任
命
権
者
の
も
と

の
組
織
で
あ
り
条
文
を
一
本

化
し
ま
す
。
定
数
の
改
正
は

行
わ
ず
67
人
で
す
。
水
道
事

業
の
企
業
職
員
は
８
人
か
ら

９
人
と
し
ま
す
。

　
　

今
後
の
見
通
し
︑
繰
り

上
げ
採
用
は
。

　
　

市
制
施
行
を
見
据
え
組

織
体
制
を
精
査
し
ま
す
。
中

途
採
用
は
必
要
が
あ
れ
ば
行

い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
計
画

的
な
採
用
に
取
り
組
み
ま
す
。

問答

　

国
の
一
般
職
の
職
員
の
給

与
改
定
に
準
じ
て
、
本
町
の

一
般
職
の
職
員
の
給
与
の
改

定
を
行
う
も
の
で
す
。

　

平
成
27
年
度
の
人
事
院
勧

告
に
基
づ
き
、
国
家
公
務
員

法
の
一
般
職
並
び
に
特
別
職

の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の

改
正
が
１
月
26
日
に
公
布
さ

れ
、
こ
れ
に
伴
い
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

　

一
点
目
は
民
間
給
与
と
の

格
差
０
・
36
％
を
埋
め
る
た

め
の
俸
給
表
の
引
き
上
げ
、

２
点
目
は
地
域
手
当
の
支
給

割
合
を
平
成
27
年
度
、
４
％

か
ら
５
％
へ
の
引
き
上
げ
、

３
点
目
は
勤
勉
手
当
の
支
給

割
合
０
・
１
月
分
の
引
き
上

げ
で
す
。

　

平
成
28
年
度
に
実
施
す
る

措
置
の
１
点
目
は
地
域
手
当

の
割
合
を
５
％
か
ら
６
％
へ

引
き
上
げ
、
２
点
目
は
単
身

赴
任
手
当
の
支
給
額
の
引
き

上
げ
で
す
。

富谷町
職員定数条例の

一部改正

市制移行に伴う
「字」の名称変更について
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　▲ 平成27年 とみやブルーベリースイーツフェア開始式

● ● 主なつかいみち ● ●

○ �年金生活者等支援臨時福祉
給付金支給金支給事業

8,132万円
○ 商工振興事業

・とみや国際スイーツフェア

7,500万円
○ 町内会館整備事業

・二ノ関・今泉会館整備事業

6,760万円

補
正
予
算

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
は
、
２
億
１
５
４
６

万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

総
額
は
１
２
９
億
５
１
０
２

万
円
で
す
。

　

補
正
予
算
で
歳
入
の
主
な

内
容
は
、
町
民
税
８
５
０
０

万
円
増
、
固
定
資
産
税
６
０

０
０
万
円
増
、
ま
た
普
通
交

付
税
の
７
４
６
万
円
増
な
ど

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

地
方
創
生
加
速
化
交
付
金

は
、
国
際
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア

の
財
源
と
な
り
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
旧

富
ケ
丘
南
部
会
館
の
修
繕
に

３
４
６
万
円
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
対
策
を
講
じ
る
た
め

に
７
５
８
万
円
の
委
託
料
と
、

二
ノ
関
・
今
泉
会
館
整
備
事

業
６
７
６
０
万
円
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
施
行
に
伴
う
通

知
カ
ー
ド
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
の
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
へ

委
任
す
る
た
め
に
８
５
０
万

円
。
ま
た
、
医
療
助
成
費
９

１
１
万
円
、
臨
時
福
祉
給
付

金
支
給
事
業
費
８
１
４
０
万

円
、
橋
梁
維
持
費
１
２
０
０

万
円
、
公
民
館
工
事
請
負
費

１
２
３
万
円
な
ど
の
増
額
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

議
会
は
、
審
議
を
行
い
、

採
決
の
結
果
、
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
、
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
、

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算
や
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
な
ど
も
審
議

を
行
っ
た
結
果
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
　

西
成
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
が
宿
泊
施
設
と
し

て
使
え
な
い
原
因
は
。

　
　

土
砂
崩
れ
で
は
な
く
、

簡
易
宿
舎
に
伴
う
査
察
等
に

よ
り
、
防
火
壁
が
足
り
な
い

問答

と
の
指
示
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　

西
成
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
が
宿
泊
可
能
に
な

る
の
は
い
つ
か
。

　
　

28
年
度
中
に
、
で
き
る

だ
け
早
く
工
事
を
完
了
さ
せ
、

貸
し
出
し
た
い
で
す
。

　
　

二
ノ
関
・
今
泉
会
館
の

坪
単
価
は
。

　
　

予
算
上
で
の
坪
単
価
は
、

約
93
万
円
で
す
。

問答問答

﹃
市
制
施
行
記
念
イ
ベ
ン
ト
﹄

国
際
ス
イ
ー
ツ
フ
ェア
に
７
５
０
０
万
円
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定 例 会

 中
ちゅうばち

鉢　勝
かつ

利
とし

さん 

宍
しし

戸
ど

　里
さと

子
こ

さん

　▲ 仙台市ICカード乗車券（i
イ ク ス カ

csca）

陳　情　書

すべて議員配付となりました。

⃝軽度外傷脳損傷・脳しんとうの周知と
予防、その危険性や予後の相談の出来
る窓口などの設置を求める陳情

軽度外傷性脳損傷仲間の会より

⃝人種差別を扇動するヘイトスピーチを
禁止し処罰する法律の制定を求める陳
情書

在日本大韓民国民団
宮城県地方本部より

　

富
谷
町
高
齢
者
及
び
障
が

い
者
外
出
支
援
乗
車
証
は
、

高
齢
者
及
び
障
が
い
者
の
社

会
参
加
、
安
心
安
全
な
移
動

を
支
援
し
、
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
す
。

　

交
付
対
象
者
は
、
本
町
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

る
70
歳
以
上
の
方
と
身
体
障

害
者
手
帳
、
知
的
障
害
者
手

帳
も
し
く
は
精
神
保
健
福
祉

手
帳
の
い
ず
れ
か
を
所
持
し

て
い
る
18
歳
以
上
の
方
で
す
。

　

乗
車
証
は
、
仙
台
市
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
乗
車
券（
ｉイ

ク

ス

カ

ｃｓｃａ
）

を
用
い
て
上
限
２
万
円
ま
で

の
補
助
と
な
り
ま
す
。

市
制
移
行
に
伴
い
10
月
10
日

よ
り
開
始
と
な
り
ま
す
。
乗

車
証
の
適
用
区
間
は
、
宮
城

交
通
、
仙
台
市
交
通
、
Ｊ
Ｒ
、

仙
台
市
の
Ｓス

イ

カ

ｕ
ｉｃａ
エ
リ
ア

ま
で
可
能
と
な
る
見
込
み
で

す
。
乗
車
証
の
交
付
申
請
等

は
、
原
則
本
人
で
す
。

　
　

障
が
い
者
は
︑
交
通
割

引
が
あ
り
ま
す
が
︑
今
回
の

﹁
と
み
ぱ
す
﹂
と
あ
わ
せ
た

利
用
は
。

　
　

障
が
い
者
割
引
後
の
利

用
で
あ
り
、
可
能
で
す
。

　
　

初
年
度
発
行
の
場
所
は
。

　
　

日
時
を
定
め
、
本
庁
等

で
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
　

チ
ャ
ー
ジ
す
る
場
所
は
。

　
　

地
下
鉄
泉
中
央
駅
、
宮

城
交
通
の
窓
口
で
す
。

　
　

紛
失
等
の
再
発
行
時
︑

前
の
カ
ー
ド
残
高
は
。

　
　

残
高
は
移
行
し
ま
す
。

　
　

写
真
撮
影
は
。

　
　

役
場
で
撮
影
し
ま
す
。

　
　

仙
台
市
と
の
関
係
は
。

　
　

極
め
て
協
力
的
で
、
信

頼
関
係
を
持
ち
、
今
回
の

「
と
み
ぱ
す
」
実
現
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

問答問答問答問答問答問答

高
齢
者
・
障
が
い
者
の

外
出
支
援
ス
タ
ー
ト

富
谷
町
高
齢
者
・
障
が
い
者
外
出
支
援
乗
車
証
条
例
の
制
定

　

人
権
擁
護
委
員
に
、
中
鉢

勝
利
さ
ん
（
成
田
）、
宍
戸

里
子
さ
ん
（
成
田
）
の
２
人

が
推
薦
さ
れ
、
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。
任
期
は
平

成
28
年
７
月
１
日
か
ら
３
年

間
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
会
は
、
人

権
相
談
、
人
権
思
想
の
啓
蒙

を
行
う
も
の
で
す
。
現
在
、

９
人
の
委
員
が
活
動
し
て
い

ま
す
。

中鉢さん・宍戸さん
任期は７月から

人権擁護委員に
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定 会 ・ 臨例 時 会

選
挙
管
理
委
員
会
の
仕
事

　

選
挙
管
理
委
員
会
は
、
選

挙
に
関
す
る
事
務
及
び
こ
れ

に
関
係
あ
る
事
務
を
管
理
し

ま
す
。（
自
治
法
１
８
６
条
）

○�

主
な
事
務

［�

選
挙
管
理
委
員
会
の
開
催
］

　

選
挙
人
名
簿
の
登
録
、

選
挙
の
管
理
執
行
や
選
挙

啓
発
な
ど
を
審
議
す
る
た

め
、
委
員
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

［
選
挙
人
名
簿
の
調
製
］

　

選
挙
人
名
簿
と
は
、
選

挙
権
の
あ
る
人
を
あ
ら
か

じ
め
登
録
し
て
お
く
た
め

の
名
簿
で
す
。
年
４
回
の

登
録
月
（
３
月
、
６
月
、

９
月
、
12
月
）
に
定
時
登

録
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
選
挙
の
公
示
日
（
ま
た

は
告
示
日
）
の
前
日
に
選

挙
時
登
録
を
行
っ
て
い
ま

す
。

○�

そ
の
他
の
事
務
。

・
在
外
選
挙
人
名
簿
の
登
録

・�

裁
判
員
候
補
者
予
定
者
名

簿
の
調
製

・�

検
察
審
査
員
候
補
者
予
定

者
名
簿
の
調
製

・
選
挙
の
執
行

・
投
票
区
の
増
設
及
び
変
更

・
違
法
文
書
図
画
の
調
査

・
常
時
啓
発
の
実
施
な
ど

選挙管理委員・補充員の紹介
　平成28年3月21日付で任期満了となる選挙管理委員及び補充員の選挙を行い、
下記の方々に決定しました。

選挙管理委員

※�役職は選挙管理
委員会で互選

小
こ

松
まつ

　春
はる

子
こ

 さん（石積字十文字）

佐
さ

々
さ

木
き

　智
さとし

 さん（東向陽台二丁目）

高
たか

桑
くわ

　　博
ひろし

 さん（成田七丁目）

相
あい

澤
ざわ

　良
りょう

悦
え つ

 さん（志戸田字三ケ森）

選挙管理委員
補 充 員

（選挙管理委員に
欠員が出た場合、
順に補充されま
す。）

1 武
たけ

田
だ

　勇
ゆう

孝
こう

 さん（日吉台三丁目）

2 長
は

谷
せ

川
がわ

　宏
ひろし

 さん（あけの平三丁目）

3 遠
えん

藤
どう

　光
みつ

雄
お

 さん（富谷字町）

4 大
おお

草
くさ

　俊
とし

夫
お

 さん（富ケ丘一丁目）

　平成28年第1回臨時会は、１月29日に開催されました。
　市制移行に伴う「富谷町内部組織設置条例」の一部改正、
「富谷町と宮城県との間の行政不服審査法に規定する機関
の事務の委託に関する協議」、平成27年度一般会計補正予算、
平成27年度水道事業会計補正予算が提出されました。慎重な
審議の結果、すべて原案どおり可決しました。

第１回
臨時会

　

福
祉
事
務
所
機
能
の
追
加

配
置
と
、
既
存
組
織
の
場
所

の
移
動
等
に
要
す
る
補
正
で
、

１
１
０
２
万
円
を
追
加
し
ま

す
。

　

内
部
組
織
変
更
に
伴
う
執

務
室
の
移
動
作
業
の
時
間
外

手
当
、
事
務
机
、
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
な
ど
で
す
。
上
下
水

道
課
の
監
視
シ
ス
テ
ム
移
設

に
伴
う
水
道
事
業
会
計
へ
の

補
助
金
も
含
ん
で
い
ま
す
。

　
　

本
庁
舎
へ
の
福
祉
事
務

所
の
配
置
は
。

　
　

福
祉
部
を
一
連
に
す
る

こ
と
が
効
果
的
と
の
観
点
か

ら
１
階
に
配
置
の
考
え
で
す
。

　
　

上
下
水
道
課
を
２
階
に

し
た
場
合
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　

水
道
料
金
の
支
払
い
は
、

会
計
課
窓
口
で
受
け
付
け
ま

す
。
業
者
以
外
の
来
庁
者
の

不
便
に
つ
い
て
は
最
低
限
に

抑
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

上
下
水
道
課
は
緊
急
出

動
な
ど
が
あ
り
︑
１
階
が
適

切
で
は
。

　
　

限
ら
れ
た
庁
舎
内
で
、

配
置
し
な
け
れ
ば
な
い
た
め

で
す
。

問答

問答問答

● ● 主なつかいみち ● ●

○ 庁用器具費等
・福祉事務所等に事務机、キャビネット

673万円
○ システム移設に伴う補助金

・上下水道課の監視システム等の移設に
伴う補助金

299万円
○ 職員時間外手当

・内部組織変更の移動作業の時間外手当

130万円

補
正
予
算
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第１回臨時会（1/29）・第１回定例会（2/23～3/17）　議案採決結果一覧
議　　　　　案

賛　

成

反　

対
議決結果

金
子　

透

青
柳
信
義

浅
野
武
志

若
生
英
俊

畑
山
和
晴

齊
藤
秀
行

藤
原　

峻

佐
藤
聖
子

西
田
嘉
博

長
谷
川
る
美

佐
藤
克
彦

山
路
清
一

浅
野
直
子

髙
橋
正
俊

菅
原
福
治

出
川
博
一

相
澤　

榮

渡
邊
俊
一

安
住
稔
幸

浅
野
幹
雄

提
案
者

第
１
回
臨
時
会

富谷町内部組織設置条例の一部改正について 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
町
長
提
案

平成27年度富谷町一般会計補正予算（第７号） 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
平成27年度富谷町水道事業会計補正予算（第３号） 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
富谷町と宮城県との間の行政不服審査法第81条第１項
に規定する機関の事務の委任に関する協議について 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第

１

回

定

例

会

富谷町高齢者・障がい者外出支援乗車証条例の制定について 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

町

長

提

案

富谷町健康づくり推進協議会条例の制定について 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
職員の給与に関する条例等の一部改正について 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
証人等の実費弁償に関する条例の一部改正について 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関す
る条例の一部改正について 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

富谷町職員定数条例の一部改正について 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
富谷町職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び富谷町一
般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正について 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

富谷町手数料条例の一部改正について 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
富谷町情報公開条例の一部改正について 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
富谷町個人情報の保護に関する条例の一部改正について 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
富谷町固定資産評価審査委員会条例の一部改正について 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
富谷町税条例の一部改正について 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
富谷町国民健康保険税条例の一部改正について 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
富谷町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及
び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、
設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サー
ビスに係る介護予防のための効果的な支援の方法
に関する基準を定める条例の一部改正について

19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

富谷町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正について 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
富谷町心身障害児就学指導審議会条例の一部改正について 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
平成27年度富谷町一般会計補正予算（第８号） 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
平成27年度富谷町国民健康保険特別会計補正予算（第５号） 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成27年度富谷町下水道事業特別会計補正予算（第４号） 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成27年度富谷町介護保険特別会計補正予算（第５号） 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
平成27年度富谷町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
平成27年度富谷町水道事業会計補正予算（第４号） 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
平成28年度富谷町一般会計予算 17 2 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
平成28年度富谷町国民健康保険特別会計予算 17 2 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
平成28年度富谷町下水道事業特別会計予算 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
平成28年度富谷町介護保険特別会計予算 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
平成28年度富谷町後期高齢者医療特別会計予算 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
平成28年度富谷町水道事業会計予算 17 2 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
富谷町道路線の廃止について 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
富谷町道路線の認定について 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
富谷町を富谷市とすることについて 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
市制施行に伴う字の名称の変更について 18 1 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
平成27年度富谷町一般会計補正予算（第９号） 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
平成27年度富谷町下水道事業特別会計補正予算（第５号） 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 19 0 原案可決 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －
人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 19 0 原案可決 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －
富谷字町、同字町南裏、同字町北裏を新しい住所
にしないことに関する請願書 － － みなし

不採択 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

富谷町選挙管理委員の選挙 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
富谷町選挙管理委員補充員の選挙 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
富谷町議会委員会条例の一部改正について 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 議

員
提
案富谷町議会会議規則の一部改正について 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○賛成　　×反対
※議長（浅野幹雄）は採決に加わりません。
※「人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて」については、無記名投票のため各議員の賛否は把握できません。
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一般質問

町
政
を
問
う
人
が
一
般
質
問

17

菅原　福治 議員� 16p
　平成28年度予算編成経費削減を問う
　宮交バスダイヤ、24時台の運行停止を問う

佐藤　克彦 議員� 27p
　本町の農業振興対策を問う

髙橋　正俊 議員� 24〜25p
　黒川地域行政事務組合への負担金を問う

安住　稔幸 議員� 26p
　富谷の消防力強化は
　休日でも親子が遊びにいける施設を問う
　選挙権年齢18歳以上で期日前投票所の増設は

畑山　和晴 議員� 25p
　保育所の日曜・延長保育、保育士給与を問う

長谷川る美 議員� 19p
　富ケ丘交差点及び通学路の安全確保を問う

金子　　透 議員� 20〜21p
　将来を見据えた街づくり市街地の姿を問う
　児童手当制度へ上乗せ支援をすべきでは

若生　英俊 議員� 21p
　市制移行の準備は万全か
　平成28年度予算編成と決定案に至る経緯は
　公約実現のため、計上された予算は

西田　嘉博 議員� 22p
　地域包括ケアシステムの構築は
　除雪対策道路の拡大を問う

浅野　武志 議員� 22〜23p
　富谷町総合運動公園の整備を問う

佐藤　聖子 議員� 23p
　必要なとき使える介護保険であるべき
　教員の業務多すぎないか負担軽減どうする

藤原　　峻 議員� 24p
　低所得者世帯への貧困対策を問う
　農家への支援の充実を問う

山路　清一 議員� 17p
　新町政１年を迎え、中学校の海外修学旅行は
　通学路等の安全対策を問う

浅野　直子 議員� 20p
　防災の取り組みと男女消防団員の確保を問う
　がん教育の推進を
　交通費補助拡充と運転免許証返納者支援を

青柳　信義 議員� 18p
　富谷町に入院施設のある小児科医院の誘致を
　安心して住み続けることができる福祉行政を

出川　博一 議員� 16〜17p
　町長の公約実現は反映されたか28年度予算

相澤　　榮 議員� 18〜19p
　９・11豪雨災害復旧状況を問う

　
各
議
員
が
行
っ
た
一
般
質
問
の
概
要
を
、
　
ペ
ー
ジ

か
ら
27
ペ
ー
ジ
ま
で
質
問
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

16
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問質般一

出川 博一
議　員

菅原 福治
議　員

　▲ 多賀城市立図書館

その他の
質　　問

宮
交
バ
ス
ダ
イ
ヤ

24
時
台
の
運
行
停
止
を
問
う

生
活
の
確
保
と
し
て

継
続
的
に
協
議
を
進
め
ま
す

答 問

経
常
収
支
比
率
は
年
々
悪
化

各
部
課
へ
見
直
し
指
示

平
成
28
年
度

予
算
編
成
経
費
削
減
を
問
う

問答

27
・
28
年
度
で

公
約
11
の
事
業
に
予
算
措
置

町
長
の
公
約
実
現
は
反
映
さ
れ
た
か

28
年
度
予
算

問答

で
す
。
主
な
事
業
は
、
児
童

館
・
児
童
ク
ラ
ブ
整
備
、
認

可
保
育
所
設
置
、
高
齢
者
・

障
が
い
者
交
通
対
策
「
と
み

ぱ
す
」
各
事
業
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　
　

経
費
削
減
の
︑
具
体
的

シ
ー
リ
ン
グ
は
何
％
か
。

　
　

当
初
４
％
を
指
示
、
結

果
は
３
・
７
％
、
金
額
で
１

億
７
６
７
５
万
円
削
減
で
す
。

　
　

総
合
戦
略
﹁
住
み
た
く

な
る
ま
ち
﹂
の
最
大
の
要
件

は
職
場
の
確
保
で
す
。
成
田

二
期
開
発
は
︑
県
と
の
連
携

と
指
導
で
進
め
て
は
。

　
　

東
日
本
最
大
用
地
と
市

制
移
行
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
県

と
の
連
携
で
、
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　

市
制
施
行
に
は
︑
そ
れ

な
り
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
︑
コ

問答問答問

　
　

町
長
就
任
１

年
が
過
ぎ
︑
町
長

カ
ラ
ー
の
浸
透
は
。

　
　

職
員
が
明
る

く
、
生
き
生
き
と

な
り
ま
し
た
。
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

向
上
と
風
通
し
の

よ
い
風
土
を
創
り

ま
す
。

　
　

新
年
度
予
算

の
ポ
イ
ン
ト
と
主

な
新
規
事
業
は
。

　
　

ポ
イ
ン
ト
は

「
住
み
た
く
な
る

ま
ち
」
の
具
現
化

問答問答

生
戦
略
︑
町
長
公
約
等
に
つ

い
て
質
問
し
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
の
予
算
関
連
︑

新
規
事
業
︑
富
谷
町
地
方
創

　
　

町
長
の
公
約
の
中
で
反

映
さ
れ
た
事
業
は
何
か
。

　
　

平
成
28
年
度
当
初
予
算

問答

に
予
算
措
置
し
て
い
る
事
業

は
８
事
業
で
す
。

　

①
高
齢
者
・
障
が
い
者
交

ス
ト
増
加
︑
維
持
費
も
含
め
︑

覚
悟
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
︑

町
長
の
公
約
に
つ
い
て
︑
問

い
ま
す
。

　
　

図
書
館
整
備
は
、
調
査

予
算
を
講
じ
、
具
体
的
建
設

に
向
け
て
調
査
中
で
す
。

　

文
化
会
館
の
整
備
は
、
他

自
治
体
等
の
情
報
収
集
中
で

す
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
整
備

は
、
自
衛
隊
の
部
外
工
事
で

の
造
成
も
含
め
、
関
係
機
関

と
の
協
議
を
継
続
中
で
す
。

ま
た
、
県
の
三
本
木
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
構
想
に
対
し
、
差
別

化
を
図
り
検
討
し
ま
す
。

　

公
営
墓
地
の
整
備
は
、
墓

地
に
関
す
る
意
識
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
中
で
す
が
、
前

向
き
に
検
討
し
ま
す
。

答
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問質般一

山路 清一
議　員

　▲ 杜乃橋地区

杜
乃
橋
交
差
点
に
信
号
機
新
設

３
月
中
に
完
成

通
学
路
等
の
安
全
対
策
を
問
う

問答

生
徒
代
表
に
よ
る

海
外
研
修
派
遣
事
業
を
実
施
す
る

新
町
政
１
年
を
迎
え

中
学
校
の
海
外
修
学
旅
行
は

問答

通
対
策
事
業
、
②
児
童
館
・

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
整
備
事

業
、
③
認
可
保
育
所
設
置
事

業
、
④
子
ど
も
医
療
助
成
費

の
拡
大
、
⑤
わ
く
わ
く
町
民

会
議
、
⑥
図
書
館
に
関
す
る

調
査
業
務
、
⑦
新
公
共
交
通

シ
ス
テ
ム
推
進
事
業
、
⑧
介

護
施
設
整
備
補
助
事
業
の
８

事
業
で
す
。

　

こ
れ
ら
に
加
え
27
年
度
は
、

ス
イ
ー
ツ
の
駅
設
置
に
向
け

て
の
業
務
委
託
、
墓
地
に
関

す
る
意
識
調
査
、
な
ん
で
も

受
付
担
当
配
置
の
３
事
業
を

加
え
る
と
、
11
の
事
業
に
つ

い
て
予
算
措
置
を
講
じ
て
い

ま
す
。

　
　

６
点
目
の
図
書
館
に
関

す
る
調
査
業
務
と
は
。

　
　

富
谷
の
場
合
は
県
立
図

書
館
が
す
ぐ
近
く
に
あ
る
と

い
う
立
地
条
件
も
生
か
し
た

中
で
、
ど
の
よ
う
な
図
書
館

が
必
要
か
、
求
め
ら
れ
て
い

る
か
を
、
町
民
の
方
々
に
意

見
を
い
た
だ
き
、
調
査
を
行

い
な
が
ら
、
図
書
館
の
あ
る

べ
き
方
向
性
を
含
め
て
検
討

問答

す
る
た
め
、
今
回
調
査
費
を

計
上
し
ま
し
た
。

　
　

新
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム

推
進
事
業
と
は
。

　
　

27
年
度
の
調
査
業
務

で
、
現
状
の
公
共
交
通
状
況

の
課
題
、
今
後
あ
る
べ
き
方

向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
報
告
書
に
は
想
定
さ
れ
る

具
体
的
方
策
の
、
そ
れ
ぞ
れ

の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
28
年
度

は
、
そ
れ
を
さ
ら
に
深
掘
り

し
、
継
続
し
て
調
査
業
務
を

行
う
た
め
に
予
算
を
計
上
し

ま
し
た
。

　
　

町
立
幼
稚
園
の
３
年
保

育
の
検
討
は
。

　
　

来
年
４
月
か
ら
の
実
施

に
向
け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

現
在
の
町
立
幼
稚
園
の
定
員

充
足
率
を
ふ
ま
え
、
富
谷
幼

稚
園
の
４
歳
児
及
び
５
歳
児

の
標
準
定
員
を
現
在
の
60
人

か
ら
30
人
に
見
直
し
、
富
谷

幼
稚
園
の
空
き
教
室
を
活
用

し
て
実
施
し
ま
す
。

問答問答

に
向
け
た
実
施
計
画
は
。

　
　

国
際
交
流
団
体
等
の
関

係
を
ふ
ま
え
検
討
し
ま
す
。

答

　
　

杜
乃

橋
地
区
交

通
安
全
設

備
対
策
は
。

　
　

コ
ス

ト
コ
開
店

前
に
信
号

機
や
交
通

標
識
等
設

置
し
ま
す
。

　
　

杜
乃

橋
か
ら
コ

ス
ト
コ
へ

の
進
入
防

止
策
は
。

問答問 実
施
し
、
検
証
を
重
ね
て
具

体
策
を
立
案
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

国
際
姉
妹
・
友
好
都
市

問
　
　

富
ケ
丘
小
学
校
へ
の
国

道
４
号
横
断
高
架
橋
計
画
は
。

　
　

継
続
し
て
歩
道
橋
設
置

を
要
望
し
て
い
ま
す
。

問答

進
さ
せ
、
新
た
に
市
街
地
と

し
て
整
備
す
る
候
補
地
は
、

成
田
２
期
西
と
東
地
区
が
基

本
で
す
。

　
　

高
齢
者
・
障
が
い
者
外

出
支
援
乗
車
証
の
取
組
み
は
。

　
　

70
歳
以
上
及
び
18
歳
以

上
の
障
が
い
者
の
方
に
乗
車

証
を
交
付
し
ま
す
。

　
　

公
共
交
通
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
の
策
定
と
は
。

　
　

新
た
な
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
確
立
で
す
。

　
　

中
学
校
の
海
外
修
学
旅

行
実
現
に
向
け
た
取
組
み
は
。

　
　

各
中
学
校
の
生
徒
代
表

に
よ
る
、
海
外
派
遣
事
業
を

問答問答問答

　
市
政
施
行
を
見
据
え
策
定

し
た
︑
富
谷
町
地
方
創
生
戦

略
等
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

　
　

と
み
や
国
際
ス
イ
ー
ツ

フ
ェ
ア
と
は
。

　
　

11
月
に
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
・
武
道
館
を
会
場
に
、

食
に
関
す
る
学
術
研
修
も
含

め
開
催
し
ま
す
。

　
　

ス
イ
ー
ツ
の
駅
整
備
計

画
進
行
状
況
は
。

　
　

現
在
コ
ン
サ
ル
に
業
務

発
注
、
結
果
を
ふ
ま
え
内
部

検
討
を
行
い
ま
す
。

　
　

人
口
６
万
人
を
目
指
す

宅
地
造
成
計
画
の
具
体
策
は
。

　
　

未
利
用
地
の
活
用
を
促

問答問答問答

　
　

道
路
中
央
に
ポ
ス
ト

コ
ー
ン
を
設
置
、
杜
乃
橋
方

面
か
ら
は
コ
ス
ト
コ
駐
車
場

に
は
入
れ
ま
せ
ん
。

答
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問質般一

相澤 　榮
議　員

青柳 信義
議　員

　▲ 民俗ギャラリー西側

河
川
等
被
災
箇
所

田
植
え
前
ま
で
に
復
旧
の
見
込
み

９
・
11
豪
雨
災
害

復
旧
状
況
を
問
う

問答

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
で
関
係
機
関
に

働
き
か
け
ま
す

富
谷
町
に
入
院
施
設
の
あ
る

小
児
科
医
院
の
誘
致
を

問答

　
　

小
児
科
を
標
榜
す
る
病

院
は
仙
台
市
宮
城
野
区
に
５

機
関
、
青
葉
区
７
機
関
、
大

崎
市
４
機
関
、
塩
釜
市
２
機

関
あ
り
ま
す
。
小
児
科
専
門

病
院
と
し
て
青
葉
区
の
子
ど

も
病
院
が
あ
り
ま
す
。
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て

い
る
病
院
は
仙
台
医
療
セ
ン

タ
ー
、
仙
台
市
立
病
院
、
東

北
大
学
病
院
が
あ
り
ま
す
。

答

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
宮
城
県

地
域
医
療
計
画
に
お
い
て
、

平
成
20
年
度
の
第
5
次
計
画

か
ら
黒
川
医
療
圏
が
仙
台
医

療
圏
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
基
準
病
床
数
が
満

た
さ
れ
た
た
め
に
新
た
な
誘

致
が
難
し
い
状
況
と
な
り
ま

し
た
。

　
　

富
谷
町
近
隣
の
入
院
施

設
の
あ
る
小
児
科
医
院
は
。

問

現
の
た
め
︑
子
ど
も
や
母
親

の
健
康
・
保
健
・
医
療
の
充

実
を
目
指
し

た
ま
ち
︑
小

児
医
療
の
充

実
に
よ
り
地

域
生
活
を
安

心
し
て
送
れ

る
よ
う
支
援

し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
　

富
谷
町

に
小
児
科
で

入
院
施
設
の

あ
る
病
院
は

あ
り
ま
す
か
。

　
　

現
時
点

問答

　
す
べ
て
の
子
ど
も
が
健
や

か
に
成
長
で
き
る
社
会
の
実

　
　

町
道
︑
河
川
の
復
旧
状

況
と
今
後
に
つ
い
て
は
。

　
　

町
道
被
災
箇
所
数
45
、

復
旧
済
み
41
、
残
り
４
カ
所

問答

は
年
度
内
復
旧
予
定
で
す
。

河
川
被
災
箇
所
数
28
、
復
旧

済
み
16
、
残
り
12
の
う
ち
、

１
カ
所
は
年
度
内
、
11
カ
所

本
年
４
月
の
行
政
組
織
体
制
の

改
編
に
よ
り
対
応

安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

福
祉
行
政
を

問答

的
・
身
体
・
精
神
の
３
障
が

い
を
含
め
た
障
が
い
保
健
福

祉
担
当
を
配
置
し
ま
す
。
今

ま
で
以
上
に
ご
本
人
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
ご
家
族
も
含

め
た
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
　

介
護
福
祉
タ
ク
シ
ー
利

用
者
へ
の
助
成
は
。

　
　

タ
ク
シ
ー
助
成
や
福
祉

車
両
移
送
サ
ー
ビ
ス
を
検
討

し
ま
す
。

問答

　
高
齢
者
・
難
病
患
者
本
人

や
家
族
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
生
き
生
き
と
安
心
し
て
生

涯
を
過
ご
せ
る
ま
ち
づ
く
り

が
必
要
で
す
。

　
　

金
銭
的
な
支
援
も
含
め

幅
広
い
悩
み
ご
と
を
相
談
で

き
る
福
祉
行
政
の
窓
口
が
必

要
な
の
で
は
。

　
　

本
年
４
月
か
ら
新
設
さ

れ
る
地
域
福
祉
課
に
、
知

問答
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問質般一

長谷川る美
議　員

　▲ 国道４号富ケ丘交差点

安
全
確
保
の
た
め

早
急
に
対
策
を
と
っ
て
い
き
ま
す

富
ケ
丘
交
差
点
及
び
通
学
路
の

安
全
確
保
を
問
う

問答

は
田
植
え
時
期
前
ま
で
時
間

を
要
す
る
見
込
み
で
す
。

　
　

被
害
総
額
に
つ
い
て
は
。

　
　

約
２
億
８
３
０
０
万
円

で
、
農
業
施
設
１
０
４
件
、

道
路
45
件
、
河
川
28
件
で
す
。

　
　

激
甚
災
害
指
定
箇
所
は
。

　
　

該
当
箇
所
は
、
水
路
の

崩
落
で
根
崎
沢
１
カ
所
、
明

石
下
折
元
２
カ
所
、
溜
池
の

決
壊
が
今
泉
、
大
亀
合
わ
せ

て
５
カ
所
で
す
。

　
　

農
業
施
設
の
災
害
と
復

旧
状
況
に
つ
い
て
は
。

　
　

町
単
独
事
業
復
旧
工
事

は
18
カ
所
、
す
べ
て
発
注
済

み
で
年
度
内
工
事
完
了
の
見

込
み
で
す
。
国
の
災
害
査
定

箇
所
は
4
月
中
旬
ご
ろ
工
事

完
了
見
込
み
で
す
。

　
　

県
管
理
河
川
の
土
砂
堆

積
撤
去
に
つ
い
て
は
。

　
　

調
査
の
結
果
20
％
未
満

で
該
当
し
な
い
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　
　

土
砂
崩
れ
等
に
よ
る
公

共
施
設
の
利
用
と
影
響
に
つ

い
て
︑
さ
ら
に
西
成
田
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
周
辺

問答問答問答問答問

が
土
砂
災
害
危
険
区
域
で
あ

る
こ
と
に
よ
る
宿
泊
︑
子
育

て
サ
ロ
ン
へ
の
影
響
は
。

　
　

遊
歩
道
に
数
カ
所
土
砂

流
出
、
施
設
進
入
路
付
近
で

大
規
模
な
の
り
面
崩
落
が
あ

り
ま
し
た
が
、
通
行
に
支
障

が
な
い
状
況
に
復
旧
し
ま
し

た
。
貸
出
で
は
ご
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
　

土
砂
崩
れ
で
︑
民
俗

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
利
用
に
影
響

は
。

　
　

西
側
の
民
家
の
、
の
り

面
が
大
き
く
崩
落
し
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
建
物
西
側
外
壁
に
崩

落
土
砂
が
押
し
寄
せ
て
い
る

状
況
で
、
見
学
者
の
安
全
確

保
を
優
先
に
昨
年
９
月
11
日

よ
り
臨
時
閉
館
し
て
い
ま
す
。

の
り
面
所
有
者
に
早
期
復
旧

を
求
め
て
い
ま
す
が
、
復
旧

の
め
ど
は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

代
替
え
措
置
と
し
て
中
央
公

民
館
へ
資
料
を
持
ち
運
び
、

説
明
し
た
り
、
小
学
校
へ
の

出
前
授
業
で
対
応
し
て
い
ま

す
。

答問答

そ
の
安
全

確
保
は
。

　
　

門
の

外
の
待
機

場
所
の
確

保
に
つ
い

て
、
協
議

を
進
め
て

い
き
た
い

と
思
い
ま

す
。

答 結
な
ど
に
よ
る
リ
ス
ク
で
す
。

　
　

歩
道
橋
設
置
に
つ
い
て
︑

も
う
一
度
十
分
な
調
査
と
研

究
を
し
て
判
断
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

　
　

住
民
の
声
を
聞
き
な
が

ら
再
調
査
と
再
検
討
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

朝
︑
富
ケ
丘
小
学
校
の

開
門
を
待
つ
児
童
が
︑
町
道

に
は
み
出
し
て
い
ま
す
が
︑

問答問

　
　

通
学
時
間
帯
の
通
行
規

制
の
働
き
か
け
は
。

　
　

各
関
係
機
関
と
相
談
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

子
ど
も
た
ち
が
安
全
に

通
学
す
る
た
め
︑
親
子
で
一

緒
に
交
通
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
機

会
を
設
け
て
は
。

　
　

今
後
、
意
見
を
ふ
ま
え

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

問答問答

間
隔
を
今
以
上
に
広
げ
︑
方

向
転
回
を
禁
止
し
て
は
。

　
　

停
止
線
と
横
断
歩
道
の

間
隔
を
広
げ
る
工
事
は
、
今

年
度
内
に
予
定
し
、
方
向
転

回
は
協
議
を
継
続
し
ま
す
。

　
　

交
差
点
四
隅
す
べ
て
に
︑

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
の
設
置
は
。

　
　

早
急
に
対
策
を
と
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　

歩
道
橋
設
置
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
︑
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　

メ
リ
ッ
ト
は
、
安
全
に

横
断
で
き
、
信
号
待
ち
が
な

い
こ
と
で
す
。
デ
メ
リ
ッ
ト

は
、
高
齢
者
の
上
り
下
り
の

危
険
や
、
冬
期
の
積
雪
や
凍

答問答問答

　
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
安

心
し
て
通
学
が
で
き
る
よ
う
︑

富
ケ
丘
交
差
点
及
び
通
学
路

の
さ
ら
な
る
安
全
確
保
策
を

求
め
︑
以
下
質
問
し
ま
す
。

　
　
﹁
前
方
左
折
横
断
歩
道

あ
り
﹂
や
﹁
前
方
学
童
横
断

注
意
﹂
な
ど
の
看
板
設
置
は
。

　
　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
確

保
の
た
め
、
設
置
す
る
方
向

で
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　

国
道
４
号
コ
コ
ス
前
︑

横
断
歩
道
路
面
の
で
こ
ぼ
こ

の
改
善
は
。

　
　

早
急
に
対
策
を
と
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　

停
止
線
と
横
断
歩
道
の

問答問答問
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問質般一

浅野 直子
議　員

金子 　透
議　員

　▲ 富谷町消防団出初め式

　▲ 富ケ岡公園

土
地
利
用
の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら

検
討
し
ま
す

将
来
を
見
据
え
た
街
づ
く
り

市
街
地
の
姿
を
問
う

問答

正
し
い
知
識
と
理
解

予
防
の
学
習
は
重
要
で
す

が
ん
教
育
の
推
進
を

問答

団
員
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
す

防
災
の
取
り
組
み
と

男
女
消
防
団
員
の
確
保
を
問
う

問答

復
興
を
願
っ
て
い
く
ス
タ
イ

ル
が
大
事
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

　
　

非
常
に
大
切
な
部
分
だ

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　

３
月
を
富
谷
町
災
害
強

化
月
間
に
位
置
づ
け
る
こ
と

も
大
事
で
は
な
い
で
す
か
。

　
　

大
変
貴
重
な
意
見
だ
と

思
い
検
討
し
ま
す
。

答問答に
理
解
を
深
め
る
こ
と
か
ら
︑

町
の
見
解
を
問
い
ま
す
。

　
　

が
ん
教
育
へ
の
取
り
組

み
は
必
要
と
思
い
ま
す
が
。

　
　

積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問答

検
討
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
　

防
災
教
育
の
中
で
︑
子

ど
も
た
ち
が
︑
復
興
の
形
を

現
地
に
赴
き
勉
強
す
る
機
会

を
設
け
た
の
で
す
か
。

　
　

情
報
を
把
握
し
て
い
ま

せ
ん
。
確
認
し
ま
す
。

　
　

子
ど
も
た
ち
の
記
憶
の

中
に
被
災
地
と
し
て
︑
し
っ

か
り
と
ど
め
な
が
ら
︑
共
に

問答問
　
教
育
総
合
支
援
事
業
と
し

て
︑
が
ん
教
育
の
推
進
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
病
気
に
対

す
る
理
解
と
知
識
を
得
る
こ

と
で
︑
命
の
大
切
さ
や
治
療

を
受
け
て
い
る
人
へ
の
環
境

行
動
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
防
災
士
︑

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
推
進
ま
た
︑

消
防
団
員
の
人
員

確
保
と
自
主
防
災

組
織
の
強
化
と
実

情
な
ど
︑
今
後
の

取
り
組
み
や
課
題

を
問
い
ま
す
。

　
　

団
員
の
確
保

は
。

　
　

喫
緊
の
課
題

で
す
。
今
後
も
広

報
紙
や
Ｈ
Ｐ
で
啓

発
し
、
団
地
住
民

や
町
内
企
業
の
従

業
員
の
方
々
な
ど

の
募
集
に
つ
い
て

問答

　
豪
雨
災
害
や
住
宅
火
災
な

ど
日
々
の
生
活
の
中
で
︑
防

災
へ
の
意
識
を
高
く
持
っ
て

　
富
谷
町
の
中
心
は
︑
歴
史

的
な
観
点
か
ら
見
て
も
町

上
・
町
中
・
町
下
の
町
３
区

を
中
心
と

し
た
︑
い

わ
ゆ
る
新

町
付
近
と

考
え
ま
す
。

故
若
生
照

男
元
町
長

も
そ
の
よ

う
に
考
え
︑

役
場
庁
舎

を
こ
の
地

に
建
設
し

た
と
思
い

ま
す
。
し

か
し
富
谷

町
は
人
口

の
約
８
割
︑
商
業
施
設
等
も

南
部
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

　
６
万
人
の
市
と
な
る
こ
と

その他の
質　　問

交
通
費
補
助
拡
充
と

運
転
免
許
証
返
納
者
支
援
を

段
階
的
に
検
討
し
ま
す

答 問
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問質般一

若生 英俊
議　員

今
後
国
の
動
向
を
注
視
し
て

考
え
て
い
ま
す

児
童
手
当
制
度
へ

上
乗
せ
支
援
を
す
べ
き
で
は

問答

特
に
準
備
に
遅
れ
や
混
乱
は

生
じ
て
い
ま
せ
ん

市
制
移
行
の
準
備
は
万
全
か

問答

　
約
６
人
に
１
人
が
子
ど
も

の
貧
困
と
い
わ
れ
ま
す
。
貧

困
と
学
力
と
非
行
を
関
連
付

け
る
教
育
関
係
者
も
い
ま
す
。

子
ど
も
は
無
限
の
可
能
性
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　
　

子
育
て
支
援
に
町
独
自

の
上
乗
せ
を
今
後
検
討
し
ま

す
か
。

問

　
　

経
済
格
差
が
学
力
格
差

に
つ
な
が
る
と
話
す
方
も
い

ま
す
。
子
ど
も
の
成
長
は
経

済
的
側
面
だ
け
で
決
ま
り
ま

せ
ん
が
、
子
ど
も
は
町
の
宝

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
可
能
な

限
り
、
子
育
て
環
境
づ
く
り

に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

答

を
目
標
と
す
る
と
き
︑
南
北

に
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
街
づ

く
り
︑
街
の
姿
︑
市
街
地
を

描
い
て
い
ま
す
か
。

　
　

本
来
の
富
谷
の
町
の
中

心
︑
町
３
区
︑
新
町
の
振
興
︑

再
開
発
等
の
案
は
あ
り
ま
す

か
。

　
　

わ
く
わ
く
町
民
会
議
や

建
築
家
協
会
等
と
、
旧
役
場

庁
舎
の
利
用
も
含
め
、
新
町

全
体
の
活
性
化
に
向
け
、
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

コ
ス
ト
コ
開
業
で
︑
来

問答問

を
実
施
し
な
か
っ
た
理
由
は
。

　
　

議
会
の
賛
成
が
得
ら
れ

な
か
っ
た
た
め
、
実
施
し
な

い
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
　

市
民
憲
章
の
検
討
は
。

　
　

町
民
憲
章
を
そ
の
ま
ま

市
民
憲
章
に
位
置
付
け
、
現

時
点
で
は
変
更
を
検
討
し
て

い
ま
せ
ん
。

　
　

市
民
憲
章
は
富
谷
町
の

将
来
像
を
普
遍
的
な
内
容
で
︑

表
現
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ま

す
が
町
の
見
解
は
。

　
　

意
見
と
し
て
受
け
止
め

今
後
検
討
し
ま
す
。

　
　

市
民
憲
章
は
市
民
歌
と

セ
ッ
ト
に
し
て
検
討
す
べ
き

答問答問答問

　
　
「
富
谷
市
富
谷

町
○
番
地
」
の
意
見

も
あ
り
ま
し
た
が
町

と
し
て
、
最
終
的
に

「
富
谷
字
町
」
に
つ

い
て
は
、「
富
谷
新

町
」
と
決
定
し
ま
し

た
。

　
　

変
更
の
理
由
は
。

　
　
「
富
谷
市
富
谷

町
○
番
地
」
で
は
違

和
感
が
あ
る
と
い
う

意
見
か
ら
で
す
。

　
　

町
は
︑
変
更
対

象
地
区
の
意
向
調
査

答問答問

富
谷
新
町
○
番
地
﹂
に
変
更

す
る
に
至
っ
た
経
緯
は
。

　
　
﹁
富
谷
町
富
谷
字
町
○

番
地
﹂
の
地
区
を
﹁
富
谷
市

問

町
者
数
は
大
幅
増
と
見
込
ま

れ
ま
す
。
多
く
の
人
た
ち
に

再
度
富
谷
町
に
来
て
も
ら
い
︑

新
町
通
り
に
足
を
運
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
な
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
ま
た
︑
富
ケ
岡

公
園
周
辺
を
富
谷
茶
や
︑
桜

の
花
見
等
歴
史
的
な
観
点
を

考
慮
し
て
大
々
的
に
整
備
し

て
は
ど
う
で
す
か
。

　
　

な
る
べ
く
早
い
段
階
で

有
効
的
に
活
性
化
が
図
れ
る

よ
う
努
力
し
ま
す
。

答

で
し
た
が
︑
町
の
見
解
は
。

　
　

市
民
意
識
の
醸
成
を
図

る
た
め
、
市
民
歌
を
新
た
に

制
定
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
　

町
民
歌
を
市
民
歌
と
し

て
歌
い
継
ぐ
考
え
が
な
い
か
。

　
　

親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
、

歌
わ
れ
る
新
し
い
市
民
歌
を

制
定
し
ま
す
。

　
　

市
民
歌
制
作
依
頼
の
内

容
︑
条
件
は
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
富
谷
の
歴

史
、
風
土
、
文
化
、
今
後
の

目
指
す
べ
き
富
谷
の
将
来
像

な
ど
を
織
り
込
む
よ
う
依
頼

し
て
い
ま
す
。

答問答問答

その他の
質　　問

公
約
実
現
の
た
め

計
上
さ
れ
た
予
算
は

公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の

調
査
業
務
に
２
０
０
万
円

答 問

その他の
質　　問

平
成
28
年
度
予
算
編
成
と

決
定
案
に
至
る
経
緯
は

予
算
総
額
の
う
ち
自
主
財
源
は

73
億
２
５
０
０
万
円

答 問
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問質般一

西田 嘉博
議　員

　▲ 保健福祉総合支援センター

浅野 武志
議　員

運
動
公
園
基
本
計
画
を

改
め
て
考
え
て
い
き
ま
す

富
谷
町
総
合
運
動
公
園
の

整
備
を
問
う

問答

予
算
に
も
限
り
が
あ
り

大
変
困
難
な
状
況
で
す

除
雪
対
策
道
路
の
拡
大
を
問
う

問答
　
高
齢
化
の
進
ん
だ
団
地
で

は
︑
住
宅
前
の
除
雪
が
困
難

で
日
常
生
活
に
も
支
障
を
き

た
し
て
い
ま
す
。

　
　

除
雪
す
る
時
間
が
遅
い

と
の
不
満
も
あ
り
︑
早
目
の

除
雪
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

　
　

委
託
業
者
の
確
保
や
予

算
の
関
係
な
ど
も
含
め
、
今

問答

後
の
課
題
と
し
、
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

歩
道
の
除
雪
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　

児
童
の
通
学
路
を
対
象

に
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、

積
雪
15
セ
ン
チ
以
上
に
変
更

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

問答

　
平
成
７
年
３
月
に
富
谷
町

総
合
運
動
公
園
基
本
計
画
が

策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
土
地
利
用
計
画
図
で
は
︑

す
で
に
体
育
館
︑
武
道
館
︑

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
施
設
の
充
実
し
た
環
境
で

小
学
生
は
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し

さ
を
︑
中
学
生
と
高
校
生
は

全
国
大
会
の
頂
点
を
目
指
し

た
体
力
づ
く
り
と
技
術
の
習

得
に
取
り
組
む
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

　
ま
た
︑
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
通
し

て
次
世
代
を
担
う
︑
富
谷
町

を
背
負
っ
て
ゆ
く
青
少
年
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
心
身
の

育
成
と
健
康
で
明
る
い
元
気

な
子
ど
も
の
体
力
づ
く
り
︑

ま
た
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
︑
町
民
が
健
康
な
体
力
づ

く
り
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
各
種
大
会
を
開
催
し
︑
町

内
外
か
ら
の
人
び
と
の
交
流

を
通
し
て
︑
さ
ら
な
る
富
谷

町
の
Ｐ
Ｒ
及
び
活
性
化
と
発

展
に
つ
な
げ
る
た
め
に
︑
屋

外
施
設
整
備
を
質
問
し
ま
す
。

　
　

陸
上
競
技
場
︑
野
球
場

の
建
設
は
。

　
　

野
球
場
は
、
七
十
七
銀

行
の
も
の
が
運
動
公
園
に
隣

接
し
て
お
り
、
有
効
的
に
利

用
で
き
な
い
か
交
渉
し
ま
す
。

問答

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
支
援
に

努
め
て
い
ま
す

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
は

問答

い
ま
す
が
︑
取
り
組
み
状
況

は
。

　
　

設
立
エ
リ
ア
を
富
ケ
丘
、

鷹
乃
杜
地
区
と
決
定
し
、
来

年
度
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し

ま
す
。

　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
の
︑
連
携
を
密
に
す

る
具
体
策
は
。

　
　

情
報
の
共
有
や
提
供
な

ど
、
支
援
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
に
努
め
て
い
ま
す
。

答問答

の
支
援
の
仕
組
み
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　

在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

さ
ら
に
充
実
さ
れ
、
ま
す
ま

す
推
進
す
る
方
向
に
あ
り
ま

す
。

　
　

次
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
計
画
は
。

　
　

平
成
28
年
秋
の
整
備
を

め
ど
と
し
て
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
　

街
か
ど
カ
フ
ェ
の
創
設

を
29
年
度
ま
で
に
計
画
し
て

答問答問

防
︑
住
ま
い
︑
生
活
支
援
が

一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域

包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム

の
実
現
に

向
け
て
︑

平
成
37
年

を
め
ど
と

し
た
中
長

期
的
な
高

齢
者
施
策

の
展
開
が

位
置
づ
け

ら
れ
て
い

ま
す
。

　
　

今
後
︑

高
齢
者
の

在
宅
介
護

問

　
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計

画
で
は
︑
医
療
︑
介
護
︑
予



23 とみや議会だより No.173
2016年（平成28年）５月１日

問質般一

佐藤 聖子
議　員

　▲ 総合運動公園Ｃグラウンド

国
の
動
向
を
注
視
し町

と
し
て
努
め
る

必
要
な
と
き
使
え
る

介
護
保
険
で
あ
る
べ
き

問答

国
や
県
に
人
的
配
置
求
め
て
い
く

教
員
の
業
務
多
す
ぎ
な
い
か

負
担
軽
減
ど
う
す
る

問答

　

陸
上
競
技
場
は
、
競
技
人

口
が
ま
だ
ま
だ
少
な
く
費
用

対
効
果
の
面
か
ら
も
整
備
に

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

運
動
公
園
施
設
の
有
効
活

用
を
図
り
、
町
民
が
ス
ポ
ー

ツ
を
身
近
に
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
へ
の

取
り
組
み
を
検
討
し
ま
す
。

　
　

富
谷
町
総
合
運
動
公
園

基
本
計
画
の
見
直
し
を
し
て

は
。

問

　
　

市
制
施
行
を
ふ
ま
え
て

新
た
な
計
画
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
改
め

て
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
　

富
谷
市
総
合
計
画
基
本

構
想
に
︑
総
合
運
動
公
園
の

整
備
計
画
を
入
れ
る
べ
き
と

考
え
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

　
　

総
合
計
画
に
盛
り
込
ん

で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

答問答

た
展
開
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

ゆ
と
り
す
と
ク
ラ
ブ
・

サ
ロ
ン
を
全
行
政
区
に
広
げ

る
具
体
策
は
。

　
　

サ
ロ
ン
は
19
カ
所
で
す

が
行
政
区
で
は
25
で
す
。
町

内
会
の
理
解
が
一
番
で
あ
り
、

情
報
共
有
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
ま
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
研
修
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
等
と
連
携
し
な
が
ら

推
進
し
ま
す
。

問答
　
　

学
校
へ
の
人
的
配
置
を

国
、
県
に
も
っ
と
求
め
ま
す
。

町
は
英
語
等
支
援
員
の
配
置

を
し
ま
す
。
部
活
に
外
部
人

材
の
登
用
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
か
か
わ
っ
て
も
ら
い
、
教

職
員
の
負
担
を
減
ら
し
て
い

き
、
教
員
の
効
率
的
な
指
導

法
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

答

ビ
ス
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
が
。

　
　

国
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
　

街
か
ど
カ
フ
ェ
を
身
近

に
つ
く
る
た
め
に
︑
自
宅
開

放
や
庭
先
の
提
供
者
に
支
援

を
検
討
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

　
　

ま
ず
、
地
域
に
１
カ
所

集
ま
れ
る
所
を
つ
く
り
、
そ

の
先
、
地
域
の
実
情
に
合
っ

答問答
　
県
は
小
学
校
１
︑
２
年
生

と
中
学
１
年
は
１
学
級
を
35

人
に
し
て
い
ま
す
。
全
学
年

を
35
人
に
す
べ
き
で
す
。

　
　

い
じ
め
や
不
登
校
を
生

み
出
さ
な
い
た
め
に
は
教
員

に
ゆ
と
り
が
必
要
で
す
。
部

活
の
見
直
し
教
員
の
加
配
が

必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

問

る
か
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
介
護
保
険
制
度
は
︑
平
成

27
年
度
要
支

援
者
の
大
幅

改
定
が
あ
り
︑

今
後
︑
要
介

護
者
の
生
活

援
助
サ
ー
ビ

ス
改
定
も
検

討
し
て
い
ま

す
。

　
　

今
後
︑

介
護
保
険
の

改
定
が
あ
っ

た
場
合
で
も
︑

必
要
な
だ
け

の
介
護
サ
ー

問

　
高
齢
に
な
っ
た
と
き
︑
地

域
の
中
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
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問質般一

髙橋 正俊
議　員

藤原 　峻
議　員

　▲ 町営西沢住宅

　▲ 黒川地域行政事務組合事務所

黒
行
議
会
で
積
極
的
に

意
見
を
提
言
し
て
く
だ
さ
い

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
へ
の

負
担
金
を
問
う

問答

国
を
注
視
し

町
と
し
て
最
大
限
努
め
ま
す

低
所
得
者
世
帯
へ
の

貧
困
対
策
を
問
う

問答

　
黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合

は
︑
郡
内
の
町
村
が
負
担
を

し
て
︑
運
営
し
て
い
る
組
合

で
す
。

　
28
年
度
の
総
予
算
額
は
︑

27
億
７
１
０
万
円
で
あ
り
︑

その他の
質　　問

農
家
へ
の
支
援
の
充
実
を
問
う

総
合
計
画
で
重
要
と位

置
付
け
ま
す

答 問

い
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
︑
障
が
い
者
の
親

亡
き
後
の
支
援
︑
若
者
や
高

齢
者
の
貧
困
問
題
等
大
き
な

課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
　

他
自
治
体
の
公
営
住
宅

の
整
備
状
況
は
。

　
　

総
世
帯
数
あ
た
り
富
谷

町
は
０
・
56
％
、
県
全
体
で

３
・
24
％
で
す
。

　
　

申
し
込
み
状
況
は
。

　
　

こ
こ
数
年
は
５
倍
前
後

で
推
移
し
、
今
年
度
は
７
倍

で
し
た
。

　
　

町
営
住
宅
増
の
検
討
は
。

　
　

就
労
人
口
が
増
加
し
た

場
合
、
必
要
性
を
検
討
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

母
子
・
父
子
家
庭
へ
の

家
賃
補
助
の
検
討
は
。

　
　

県
内
自
治
体
に
は
な
く
、

全
国
で
も
15
自
治
体
程
度
で

問答問答問答問答

に
比
べ
４
０

０
万
円
も
低

く
︑
貧
困
率

は
６
割
に
も

な
り
ま
す
。

養
育
費
を
も

ら
え
て
い
る

の
も
２
割
し

か
い
な
い
状

況
で
︑
日
本

は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

の
中
で
も
︑

ひ
と
り
親
家

庭
が
働
い
て

も
貧
困
か
ら

抜
け
出
せ
な

収
入
平
均
１
８
１
万
円
と
︑

子
ど
も
の
い
る
ほ
か
の
世
帯

　
母
子
家
庭
は
非
正
規
雇
用

が
半
数
以
上
で
あ
り
︑
就
労

す
。
国
や
他
自
治
体
の
動
向

を
ふ
ま
え
検
討
し
ま
す
。

　
　

生
活
困
窮
者
へ
の
生
活

保
護
制
度
の
対
応
は
。

　
　

啓
発
活
動
な
ど
を
充
実

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
　
﹁
子
ど
も
の
貧
困
白
書
﹂

に
よ
る
と
６
～
18
歳
ま
で
子

育
て
に
毎
年
平
均
45
万
円
か

か
る
そ
う
で
す
。
子
育
て
や

学
習
支
援
の
充
実
は
。

　
　

国
の
動
向
を
み
ま
す
。

　
　

障
が
い
者
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
整
備
の
充
実
は
。

　
　

愛
知
県
で
は
空
き
家
を

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
転
用
す

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
富
谷
町
と
し
て
も
、
事

業
所
に
補
助
金
を
案
内
し
て

い
ま
す
。
親
の
会
の
力
も
借

り
な
が
ら
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

問答問答問答
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問質般一

畑山 和晴
議　員

　▲ 成田保育所

現
在
の
状
況
を
把
握
し
な
が
ら

進
め
ま
す

保
育
所
の
日
曜
・
延
長
保
育

保
育
士
給
与
を
問
う

問答

町
長
と
し
て
︑
ま
た
黒
川
地

域
行
政
事
務
組
合
の
消
防
担

当
理
事
と
し
て
の
考
え
を
質

問
し
ま
す
。

　
　

消
防
本
部
︑
黒
川
地
域

行
政
事
務
組
合
の
事
務
所
移

転
も
含
め
た
今
後
の
対
応
は
。

　
　

事
務
所
の
移
転
は
、
調

査
検
討
中
で
す
。

　
　

出
張
所
の
救
急
車
や
消

防
ポ
ン
プ
車
は
︑
大
変
バ
ラ

ン
ス
良
く
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
が
︑
負
担
金
が
こ
ん
な
に

違
う
の
は
︑
見
直
す
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
町
長
の

考
え
は
。

　
　

現
状
の
負
担
が
変
わ
る

こ
と
は
、
難
し
い
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　
　

今
後
事
業
を
展
開
し
て

い
く
た
め
に
も
総
合
計
画
が

必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

　
　

消
防
力
の
強
化
の
計
画

な
ど
は
、
黒
川
地
域
行
政
事

務
組
合
議
会
の
ほ
う
で
、
積

極
的
に
意
見
を
提
言
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問答問答問答

そ
の
う
ち
︑
消
防
費
の
予
算

は
12
億
１
９
３
０
万
円
で
す
。

町
村
の
負
担
額
は
︑
富
谷
町

は
５
億
７
０
４
９
万
円
︑
大

和
町
は
３
億
７
１
９
０
万
円
︑

大
郷
町
は
１
億
６
３
４
０
万

円
︑
大
衡
村
は
１
億
１
３
４

０
万
円
で
す
。

　
現
在
の
各
出
張
所
は
︑
大

衡
が
平
成
７
年
４
月
完
成
︑

富
谷
は
平
成
12
年
４
月
︑
大

郷
は
平
成
15
年
４
月
で
︑
本

部
は
昭
和
55
年
10
月
に
開
設

さ
れ
て
い
ま
す
。
１
消
防
署

３
出
張
所
で
︑
同
じ
よ
う
に

常
備
消
防
体
制
を
順
次
整
備

し
︑
消
防
力
の
強
化
を
図
っ

て
お
り
︑
郡
内
の
消
防
力
は
︑

バ
ラ
ン
ス
良
く
整
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　
し
か
し
昨
年
９
月
11
日
の

大
雨
に
よ
り
︑
消
防
本
部
を

は
じ
め
︑
黒
川
地
域
行
政
事

務
組
合
の
事
務
所
な
ど
︑
大

き
な
被
害
が
あ
っ
た
問
題
な

ど
︑
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ

り
︑
こ
れ
に
対
す
る
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
︑
わ
が
町
の

19
時
30
分
、

く
ま
ち
ゃ

ん
保
育
園

で
は
20
時

ま
で
実
施

し
て
い
ま

す
。
町
立

に
つ
い
て

は
、
そ
れ

ら
の
実
績

を
ふ
ま
え

な
が
ら
検

　
　

平
成
29
年
度
開
所
予
定

の
杜
乃
橋
地
区
の
私
立
認
可

保
育
園
で
、
一
時
預
か
り
型

の
日
曜
保
育
を
開
始
す
る
予

定
で
す
。
利
用
は
町
内
の
保

育
園
に
入
所
し
て
い
る
こ
と

を
条
件
に
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

平
日
の
延
長
保
育
の
さ

ら
な
る
延
長
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　

今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ぷ
ら
む
保
育
園
で
は

答問答

れ
だ
け
助
か
る
こ
と
か
を
︑

し
っ
か
り
と
考
え
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　
保
育
士
の
給
与
は
︑
大
切

な
子
ど
も
の
命
を
守
る
専
門

性
の
高
い
大
変
な
仕
事
で
す
。

仕
事
の
内
容
に
あ
っ
た
給
与

ア
ッ
プ
は
と
て
も
重
要
で
あ

り
︑
必
要
と
思
い
ま
す
。

　
　

町
立
保
育
所
で
︑
日
曜

保
育
を
実
施
す
る
考
え
は
。

　
　

今
の
と
こ
ろ
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
　

民
間
の
保
育
所
で
日
曜

保
育
実
施
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
が
︑
町
立
に
通
う
子
ど

も
た
ち
も
利
用
で
き
ま
す
か
。

問答問

　
今
の
時
代
︑
土
日
関
係
な

く
シ
フ
ト
に
よ
り
働
い
て
い

る
家
庭
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
富
谷
町
の
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
中
で
も
日
曜
保
育

の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
安

心
し
て
日
曜
日
も
働
け
る
た

め
に
も
︑
日
曜
保
育
は
必
要

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
町
立
の
通
常
保
育
は
︑
18

時
15
分
に
な
り
ま
し
た
。
特

別
延
長
保
育
は
︑
19
時
ま
で

で
す
。
19
時
15
分
ま
で
に
な

る
と
思
っ
て
い
た
保
護
者
も

実
際
い
ま
し
た
。
た
っ
た
15

分
が
保
護
者
に
と
っ
て
︑
ど

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

保
育
士
の
給
与
に
つ
い

て
見
直
す
考
え
は
。

　
　

地
方
公
務
員
で
あ
り
、

条
例
で
定
め
て
あ
り
ま
す
。

均
衡
の
原
則
な
ど
全
自
治
体

統
一
基
準
の
た
め
、
独
自
で

の
上
積
み
は
な
じ
ま
な
い
の

で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

問答
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問質般一

安住 稔幸
議　員

　▲ 黒川消防署富谷出張所

次回の定例会は６月上旬開会の予定です。
詳しくは議会事務局へお問い合わせください。TEL358-0622
次回の定例会は６月上旬開会の予定です。
詳しくは議会事務局へお問い合わせください。TEL358-0622

そ
う
いっ
た
場
所
を
確
保
で
き
な
い
か

検
討
し
た
い

休
日
で
も

親
子
が
遊
び
に
い
け
る
施
設
を
問
う

問答

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
等
で

検
討
を
進
め
る

富
谷
の
消
防
力
強
化
は

問答

議会を傍聴してみませんか

防
犯
灯
の
調
査
を
行
い
、
下

半
期
に
順
次
切
り
か
え
工
事

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
増
設

は
、
必
要
性
の
有
無
を
検
討

す
る
考
え
で
す
。

を
求
め
る
声
は
十
分
認
識
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
そ
う

い
っ
た
場
所
を
確
保
で
き
な

い
か
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

長
期
休
業
日
の
開
所
時
間
の

延
長
は
。

　
　

今
後
、
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問答

い
と
思
い
ま
す
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
等
へ
の
早
期
交
換
と
増
設

を
進
め
る
べ
き
で
は
。

　
　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
仕
様
の
防
犯
灯

は
、
28
年
度
上
半
期
に
既
存

答
　
地
方
創
生
︑
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
︑
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
に
は
︑
若
い
ご
夫
婦

が
子
育
て
し
や
す
い
こ
と
が

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
と

考
え
︑
質
問
し
ま
す
。

　
　

休
日
で
も
親
子
が
遊
び

に
い
く
こ
と
が
で
き
︑
子
育

て
の
相
談
が
で
き
る
施
設
を

設
け
る
べ
き
で
は
。

　
　

土
日
、
休
日
受
け
入
れ

問答

は
︑
一
昨
年
９
月
に
消
防
力

整
備
計
画
が
示
さ
れ
て
以
来
︑

私
は
︑
再
三
再
四
︑
毎
回
︑

救
急
車
の
追
加
配
備

を
訴
え
て
き
ま
し
た
。

消
防
力
の
推
進
を
求

め
︑
質
問
し
ま
す
。

　
　

富
谷
の
消
防
力

強
化
は
。

　
　

黒
川
地
域
行
政

事
務
組
合
理
事
会
等

で
さ
ら
に
検
討
を
進

め
て
い
く
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

夜
間
︑
防
犯
灯

が
暗
い
地
域
で
︑
特

に
︑
杜
乃
橋
一
丁
目

は
ほ
か
と
比
べ
︑
暗

問答問

　
黒
川
消
防
署
富
谷
出
張
所

に
救
急
車
が
１
台
追
加
さ
れ

ま
す
。
救
急
車
の
追
加
配
備

その他の
質　　問

選
挙
権
年
齢
18
歳
以
上
で

期
日
前
投
票
所
の
増
設
は

増
設
は
将
来
的
な
課
題
と
し
て

認
識
し
て
い
る

答 問
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問質般一

佐藤 克彦
議　員

　▲ 水稲播種

農
業
経
営
は生

産
組
合
等
で
進
め
る

本
町
の
農
業
振
興
対
策
を
問
う

問答

貸
し
出
し
、
購
入
補
助
な
ど

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
農
家
の
方
々
に
ご
協
力

い
た
だ
き
対
策
に
取
り
組
み

ま
す
。

⑤
地
産
地
消
拡
大
策
は
、
地

元
産
の
生
産
量
を
増
や
し
販

売
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
道
の
駅
構
想
も
含
め

て
、
生
産
物
を
販
売
す
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

⑥
学
校
給
食
で
は
規
格
等
条

件
が
あ
り
ま
す
が
出
荷
さ
れ

る
野
菜
な
ど
す
べ
て
受
け
入

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
最
大
限
米
飯
給
食
を
増

や
す
努
力
を
し
ま
す
。

⑦
農
地
の
維
持
管
理
は
、
農

地
を
維
持
す
る
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。

⑧
農
業
後
継
者
育
成
対
策
は
、

国
の
支
援
制
度
の
周
知
を
行

い
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
、
相
談
窓
口
等
を
利
用
す

る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

消
拡
大
策
⑥
学
校
給
食
に
お

け
る
地
産
地
消
策
⑦
農
地
の

維
持
管
理
対
策
⑧
農
業
後
継

者
育
成
策
に
つ
い
て
質
問
し

ま
す
。

　
　

①
農
業
経
営
を
維
持
す

る
た
め
米
の
需
要
に
応
じ
た

生
産
と
飼
料
米
、
飼
料
用
米

以
外
の
農
作
物
の
生
産
の
振

興
が
必
要
で
す
。
組
織
等
に

よ
る
経
営
を
進
め
ま
す
。

②
園
芸
作
物
振
興
は
既
存
の

補
助
事
業
の
活
用
と
新
た
な

推
奨
野
菜
を
検
討
し
て
お
り
、

そ
れ
に
合
っ
た
生
産
体
制
の

支
援
も
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

③
果
樹
振
興
策
は
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
の
成
木
育
成
事
業
を
活

用
し
新
規
栽
培
者
の
確
保
、

生
産
量
の
増
加
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
新
果
樹
支
援

体
制
も
考
え
ま
す
。

④
鳥
獣
被
害
対
策
は
イ
ノ
シ

シ
に
よ
る
農
作
物
等
へ
の
被

害
が
多
く
な
り
箱
わ
な
を
６

基
設
置
し
て
捕
獲
に
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
電
気
柵
の

答

農
業
発
展
を
強
く
望
む
と
と

も
に
︑
地
元
産
の
農
産
物
を

地
元
で
消

費
す
る
地

産
地
消
が

重
要
と
思

い
ま
す
。

　
　

①
水

稲
生
産
の

振
興
策
②

園
芸
作
物

栽
培
の
振

興
策
③
果

樹
振
興
策

④
鳥
獣
被

害
の
対
策

⑤
地
産
地

問

　
本
町
の
農
業
は
︑
多
く
の

重
要
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
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総
務
常
任
委
員
会

しましたしました
調査

よりよい町づくりのために

調査 各委員会で、
12月〜３月までの
議会閉会中に
調査をしました。

総 務 常 任 委 員 会…町の財政、町税、防災、まちづくり、環境衛生等について調査や審査をします。

産 業 建 設 常 任 委 員 会…経済振興、道路、河川、都市整備、上下水道等について調査や審査をします。

教 育 民 生 常 任 委 員 会…教育、子育て、福祉、健康保険、介護保険等について調査や審査をします。

移
行
後
に
つ
い
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
に

よ
る
支
出
増
が
予
測
さ
れ
、

そ
の
た
め
に
財
政
の
無
駄
を

な
く
す
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
製
造
業
な
ど
の
企

業
誘
致
や
ふ
る
さ
と
納
税
な

ど
で
の
税
収
増
の
工
夫
を
行

い
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と

雇
用
促
進
が
重
要
で
す
。

し
、
時
勢
を
敏
感
に
と
ら
え
、

社
会
的
要
請
に
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
対
応
し
、
併
任
及

び
兼
務
を
最
小
化
し
、
専
任

化
や
さ
ら
に
行
政
組
織
間
の

分
掌
事
務
の
見
直
し
、
整

理
・
統
廃
合
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

財
政
状
況
は
健
全
性
が
維

持
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
制

◎
調
査
日　

２
月
３
日

　

市
制
移
行
後
の
組
織
体
制

と
財
政
状
況
及
び
地
方
交
付

税
交
付
金
に
つ
い
て
調
査
し

ま
し
た
。

　

組
織
体
制
は
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
招
か
な
い
よ
う
、
適

正
な
組
織
・
職
員
体
制
を
整

え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

市
制
移
行
や
増
加
す
る
行

政
需
要
に
適
時
的
確
に
対
応

市制移行後の組織体制と
財政状況が重要

調査先：総務部　企画部財政課

各委員会の説明
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

小学校敷地内で
安全安心の運営

調査先：�明石台・東向陽台放課後児童クラブ

げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
全
小
学
校
が
学
校

敷
地
内
で
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
指
導
員
の
増
員
が
必
要

に
な
る
と
の
認
識
で
、
今
後

は
業
務
委
託
も
視
野
に
入
れ

検
討
を
進
め
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

し
て
い
ま
し
た
が
、
災
害
時

の
写
真
を
見
て
、
大
き
な
事

故
に
つ
な
が
ら
ず
、
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。

　

穀
田
川
の
災
害
復
旧
工
事

も
、
春
の
農
作
業
に
影
響
の

な
い
よ
う
早
期
着
工
、
完
了

を
望
み
ま
す
。

　

体
調
の
悪
い
と
き
一
時
的

に
対
応
す
る
静
養
室
は
、
広

さ
も
あ
り
特
に
問
題
な
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
全
体

と
し
て
、
問
題
な
く
安
全
と

安
心
が
保
障
さ
れ
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
の
課
題
は
、
時
間
延

長
と
土
曜
日
の
受
け
入
れ
を

早
急
に
対
応
す
る
こ
と
が
あ

爪
あ
と
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　

小
さ
な
穀
田
川
で
も
、
豪

雨
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受

け
、
隣
接
す
る
田
畑
や
農
作

業
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま

す
。

　

大
清
水
緑
地
法
面
崩
壊
現

場
は
す
で
に
復
旧
工
事
が
完

了
し
、
発
生
土
や
樹
木
も
片

付
け
ら
れ
、
人
や
車
が
通
行

◎
調
査
日　
１
月
19
日

　

明
石
台
小
学
校
、
東
向
陽

台
小
学
校
敷
地
内
で
、
は
じ

め
て
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が

運
営
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
管
す
る
子
育
て
支
援
課

は
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も

た
ち
を
家
庭
的
な
雰
囲
気
で

迎
え
て
い
ま
し
た
。
個
別
指

導
を
必
要
と
す
る
障
が
い
児

も
い
ま
す
。

◎
調
査
日　

２
月
10
日

　

都
市
整
備
課
・
都
市
計
画

課
・
産
業
振
興
課
か
ら
、
災

害
状
況
及
び
復
旧
状
況
の
説

明
を
受
け
、
穀
田
川
の
河
川

崩
壊
現
場
・
大
清
水
緑
地
法

面
崩
壊
現
場
・
三
ノ
関
橋
梁

破
損
現
場
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

穀
田
川
河
川
崩
壊
と
三
ノ

関
橋
梁
破
損
の
工
事
は
ま
だ

行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
災
害
の

平成27年９月豪雨被害の
早期復旧を望む

調査先：大清水緑地法面・穀田川河川等
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　▲ 平成23年３月11日議場の天井落下

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年

が
経
ち
ま
し
た
。

　

３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
、

富
谷
町
議
会
は
、
審
議
を
中

断
し
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
々
の
御
霊
に
復
興
を
誓
い
、

ご
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　

震
災
の
時
、
世
界
の
国
々
、

国
内
外
の
人
々
か
ら
、
多
く

の
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
も
な
お
、
続
い

て
い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

被
災
地
は
、
復
興
に
向
け

て
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

い
ま
だ
、
17
万
人
を
超
え
る

人
々
が
避
難
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
手
を
携
え
て
い

く
こ
と
が
、
支
援
を
い
た
だ

い
た
皆
さ
ま
へ
の
恩
返
し
と

思
い
ま
す
。

　

一
日
も
早
い
被
災
地
の
復

興
と
、
希
望
の
春
が
訪
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
の
方
へ

黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た

12
月
７
日

︻
調
査
事
項
︼

①
今
後
の
調
査
特
別
委
員
会

の
進
め
方
に
つ
い
て

・
市
議
会
運
営
と
政
治
倫
理

の
調
査
研
究

１
月
29
日

︻
調
査
事
項
︼

①
小
委
員
会
設
置
に
つ
い
て

・
議
会
報
告
会
と
市
議
会
運

営
で
小
委
員
会
を
設
置

・
議
会
報
告
会
を
協
議

②
政
治
倫
理
に
つ
い
て

・
配
付
資
料
説
明

　平成27年12月2日、12月22日、平成28年1月12
日、2月18日に議員全員協議会を開催しました。
〈町からの説明〉
・富谷町地方創生総合戦略の策定
・富谷町を富谷市とすることについて
・市制施行に伴う字の名称の変更について
・議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手
当に関する条例の一部改正について

・特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費
に関する条例の一部改正について

・行政組織体制の改編整備案について
・人権擁護委員の選任につき同意を求めるこ
とについて

・富谷町高齢者・障がい者乗車証条例の制定
について

・富谷町健康づくり推進協議会条例の制定に
ついて

・選挙管理委員及び同補充員の選挙について
〈協議事項〉
　・3月29日実施の議会報告会について

議員全員協議会を
開催しました

12
月
７
日

︻
調
査
事
項
︼

①
明
石
台
東
地
区
の
開
発
支

援
要
望
に
対
す
る
回
答
に

至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て

・
上
下
水
道
課
長
か
ら
説
明
、

前
町
長
か
ら
事
情
聴
取

１
月
29
日

︻
調
査
事
項
︼

①
開
発
支
援
要
望
に
対
す
る

回
答
に
至
っ
た
経
緯
に
つ

い
て

・
前
回
の
事
情
聴
取
を
協
議
、

関
係
書
類
の
提
出
を
要
請

２つの特別委員会を
開催　

宅
地
開
発
負
担
金

に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

議
会
活
性
化

調
査
特
別
委
員
会
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第
３
回
議
会
報
告
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

３
月
29
日 

富
ケ
丘
公
民
館

午
後
６
時
か
ら

　　民生委員児童委員・人権擁護委員の選出は議会
で決めるのですか。

　　民生委員児童委員は議会で決定権はありません。
人権擁護委員は、町長が議会の同意を得て法務
大臣に推薦します。

　　報告会に若い人が参加できる土日開催を考えて
はどうですか。

　　今後、土日休日開催も検討します。

　　18歳選挙権となるので、中・高生にも来てもら
えるように発信してはいかがですか。

　　若い人が多い町という特色を生かし進めていき
ます。

　　市になるメリットは何ですか。
　　市制を契機に住みよいまちづくりを進めます。
権限移譲に応じて交付税等が増えます。水道料
金、固定資産税などの税率の変更はありません。

　　まちづくり基本条例を制定し、住民の参加が必
要ではありませんか。

　　町はたくさんの審議会を作っていて、その中に
住民代表が参加しています。

問

答

問

答

問

答

問
答

問

答

　　パークゴルフ場、公営墓地という計画がありま
すが、若い世代も利用できる総合的計画案はな
いのですか。

　　町も昨年まで真剣に場所の選定等に取り組んで
いました。しかし、昨年末に県が三本木に10億
円かけてパークゴルフ場を建設する予定を発表
し、町も戸惑っている状況です。

　　明石台宅地開発負担金減免についてですが、真
相を究明して町民に開示してほしいと思います。

　　現在、調査中であり、執行部、参考人、説明員
として事情を聴いているところです。今はまだ
結果が出せない状況です。

　　市立図書館・文化センター建設はどうなってい
ますか。

　　具体的にはまだ出ていません。

　　ライトレール計画についてはどうなっています
か。

　　ライトレールだけではなく、交通問題として取
り組んでいます。

問

答

問

答

問

答

問

答

ア
ン
ケ
ー
ト

集
計
結
果

（ 

参
加
者
98
人
の
う
ち
、
ア
ン

ケ
ー
ト
回
収
者
数
80
人
）

　
富
谷
町
議
会
基
本
条
例
で
は
︑
議
会
報
告
会
ま
た
意
見

交
換
会
等
の
開
催
を
定
め
て
い
ま
す
︒

　
今
回
は
﹁
市
制
移
行
に
つ
い
て
﹂
を
テ
ー
マ
に
︑
町
民

98
人
の
参
加
が
あ
り
︑
質
問
や
意
見
︑
要
望
等
が
多
く
出

さ
れ
ま
し
た
︒
詳
し
く
は
富
谷
町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
︒

　
富
谷
町
議
会
は
︑
こ
れ
か
ら
も
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
ま
す
︒

○
参
加
者
の
性
別

　

男
性 

24
人　

女
性 

21
人

○
年
代
別

　

10
代 

１
人　

20
代 

１
人

　

30
代 

１
人　

40
代 

２
人

　

50
代 

４
人　

60
代 

29
人

　

70
代
以
上 

41
人

○
お
住
ま
い
は

　

参
加
者
の
半
数
以
上
が

富
ケ
丘
地
区

参
加
し
て
の
感
想

（
抜
粋
・
要
約
）

＊
説
明
資
料
の
事
前
配
布
の

検
討
を

＊
質
問
者
は
簡
潔
に
質
問
を

＊
町
当
局
の
行
政
説
明
の
よ

う
で
し
た

＊
質
問
時
間
を
多
く
設
け
た

の
は
良
い

＊
若
い
方
も
含
め
、
多
く
の

人
が
来
ら
れ
る
よ
う
に
、

日
曜
日
の
開
催
を

＊
中
高
生
に
も
参
加
で
き
る

報
告
会
に
し
て
ほ
し
い

＊
大
変
有
意
義
な
報
告
会
で

し
た
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を
と
お
し
、
す
べ
て
の
も
の

に
対
す
る
思
い
や
り
の
あ
る

優
し
い
心
を
育
む
こ
と
を
目

標
に
、
自
然
の
素
晴
ら
し
さ

を
体
験
で
き
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
週
に
１
度
英
語
専

門
の
ラ
ン
ツ
真
由
美
先
生
の

英
語
あ
そ
び
、
林
キ
ミ
子
先

生
の
音
楽
あ
そ
び
、
ア
サ
ヒ

ス
ポ
ー
ツ
の
菊
地
先
生
の
幼

児
体
育
あ
そ
び
の
時
間
を
設

け
て
い
ま
す
。
幼
児
期
の
あ

そ
び
で
会
得
で
き
る
学
び
の

中
か
ら
、
自
分
の
や
り
た
い

こ
と
や
得
意
な
こ
と
を
見
つ

け
る
火
種
に
な
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
４
月
に
開
園

し
た
当
園
は
、
近
隣
が
住

宅
地
な
が
ら
も
豊
か
な
自

然
に
恵
ま
れ
、
園
庭
に
は

花
の
咲
く
立
木
が
木
陰
の

役
割
を
し
て
い
ま
す
。

　

保
育
園
で
は
、
一
人
ひ

と
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
が
毎
日
楽
し

く
過
ご
せ
る
よ
う
に
配
慮

す
る
と
と
も
に
、
意
欲
を

持
っ
て
主
体
的
に
行
動
し
、

他
人
の
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
思
い
や
り
の
あ
る
子
ど

も
に
育
っ
て
欲
し
い
と
保

育
目
標
を
立
て
て
い
ま
す
。

「
元
気
で
の
び

の
び
明
る
い
子

ど
も
を
育
む
保

育
」「
自
然
に

親
し
み
、
思
い

や
り
や
優
し
さ

の
あ
る
子
ど
も

を
育
て
る
保

育
」「
年
齢
に

合
わ
せ
た
知
識

を
育
て
る
保

育
」
そ
れ
を
基

に
具
体
的
に
計

画
を
立
て
保
育

を
進
め
て
い
ま

す
。
中
で
も
園

外
保
育
で
自
然

に
親
し
む
行
事

　私たちは震災がきっかけで
富谷町に引越して来ました。
一からの新しい生活に不安が
ありましたが、温かいご近所
の皆さんや町内会の皆さんの
おかげでその気持ちはいつの間にか薄まり、すぐに溶け込むことがで
きました。
　富谷町に住んでから思うことは、皆さんに活気があるということで
す。皆で声を掛け合える雰囲気がすでにできており、子どもの幼稚園
の送迎の際も「いってらっしゃい」「おかえり」といろんな方に声を
掛けていただきます。このような環境はとても嬉しいですし、ありが
たいです。また、病院や学校、スーパーなどが近くにあるので、安心
して毎日を過ごしております。
　引越し当初は赤ん坊だった子どもも今では５歳。これからも子ども
たちを始め、町民の皆さんが安心して過ごせる街づくりをよろしくお
願いいたします。

ル
富
谷
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

我
々
議
員
も
皆
様
の
期
待
と

負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

誠
心
誠
意
で
働
く
覚
悟
で
す
。

　

最
後
に
議
会
だ
よ
り
は
、

親
し
み
、
分
か
り
や
す
い
紙

面
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
き

ま
す
。
皆
様
か
ら
の
ご
意
見

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

広
報
委
員　

金
子　
透

か
ら
市
制
施
行
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
記
念
式
典
、
祝
賀
会

が
行
わ
れ
「
市
民
歌
」
の
お

披
露
目
も
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
町
民
の
皆
様
と
心
よ
り

祝
福
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

富
谷
市
と
な
る
こ
と
が
目

標
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
共
に

考
え
、
共
に
歩
み
、
さ
ら
な

る
発
展
を
遂
げ
た
素
晴
ら
し

い
富
谷
市
と
な
る
よ
う
オ
ー

  

平
成
28
年
第
1
回
定
例
会

が
開
会
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

28
年
度
予
算
を
可
決
。
富
谷

町
を
富
谷
市
と
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
全
員
賛
成
で
可
決
。

市
制
施
行
に
関
連
す
る
議
案

も
あ
り
活
発
な
議
論
を
交
わ

し
ま
し
た
。

　

富
谷
町
は
今
年
10
月
10
日

場広のなんみ
ベリーグッドタウン!

佐
さ
藤
とう
　保
たもつ

さん（ひより台）

明石台若樹の森保育園

未来へはばたけ
シリーズ⑪
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